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@SUwUICUSBRE 来る 4 月 4 日 か ら 3 日間 に 豆 り , 別府 市 公民 鐘 及 び 大 分 浅学 
学 英 学 度 に 於 て 本 会 総会 並び に 日 本 地 質 学会 と 本 会 と の 連合 議 演 会 を 開き , 同日 以 降 
CIEL, SEAL, 横島 及 串木野 金山 , BER, SFOS, 佐賀 関 外 鉄 
所 等 の 見 学 族 行 が あり ます 。 会 員 各 位 の 御 出 席 を 希望 し ます っ 。 

POR DEL SH AAGOMSHMIS 3246 4 Bic 7130 Bc Mees lL CULR, 
永らく 休ん で 居り まし た が , 会 員 多 数 の 希望 が ある の で , Reh bo 2eBmRLRVE 
思い ます 。 こ と この間 の 抄 角 件 数 は 許 77 件 で あり まし た か ら , この 番号 を と ば し て , Keit 
7210 GL り 始め ます 。 ACOMBOKSD, SHR 1 年 400 円 と いた し た く , COMBT 
vig 願い ま to 

BAB UMHS 1951 年 3 月 創立 せら れ な た 日 本 和伸 山地 質 学会 は 第 2 区 総会 を 去る 
1 月 30 日 , 東京 大 学 た 於 て 開会 , 庶務 会 計 を 報告 し て 承認 を 得 , 続い て 次 の 特別 講演 会 
と 一 則 議 演 会 バ が 行 は れ た 。o 

特別 講演 の 部 ; 一 会 長 講演 ( 克 生 太郎 ), 鉱山 地質 の 方 法 に つい て (海外 祝 察 の 感 28) 
(PARLE) * 本 邦 の 石油 お よび 天 鉄 ガス た に つい て (LAB), 国際 所 に 見 た 日 本 の 硫黄 姿 
源 に つい て (加賀 貞一), ROR ; 一 一 別 子 鉱床 附近 の 地質 に つい て (RRA EME), 
OE (HARON), Bee 7 eelic oe 

RB RLCOTRMORACOWTC (BEGR), FSYFRUOFERICOVC (志保 井 利 
oe Ghee ガ 
40 —~BiCL SiC AOWsS (片山 信夫 , RRA. 高野 幸雄 ) , 蔵王 硫黄 人 争 床 の 割 
富 旬 郭 と 関係 に つい て (BAUER, OUR), 地球 化学 的 院 倫 潜 に つい て (木村 健二 

5, Ea), CULES PRICEEHA SZ BEBE BIC OWNS (大 町 北 一 郎 ), BE RAB = Y 77 
Beh ce (GARE, 長谷 川 修三 ), SMILES SLA ROUR (立見 
Belt), 地質 に 関す る 調査 研究 の 主体 に よる 分 据 に つい て (HBG), ~ DY HRRAOR 
FOWBIE (EE ASLZB)o 


新 WR 介 


人 ダム の 地質 BPM 本 寺 は 医者 が 水力 発電 関 孫 の 提 質 訴 査 に 従事 し た 過去 12 年 間 
OBE ICIES, ダム 建設 の 基礎 に な る 地質 学 本 誌 問題 を , 次 の 入 章 に 分 け て 述べ た 
も の で ある 。o 1. _ 2. 各種 岩層 上 の ダム , 3. ¢ 2 E I, 4. ¢2 > BE 
HER, 5. KALMAN, 6. RALLYE, 7. ダム サイ 「 ト に 於 ける ガス 又は 温泉 の 作用 , 8 
ダム 某 礎 岩 毅 の 型式 。 従来 ダム サイ ト の 地質 に つい て は 系 統 立 つた 藤 述 が な みつ た が , こ 
こ に 規 者 は 一 つと の 試み と し て , 先ず 岩石 の 種類 を 若 に し て とこ と れ ら を 分 類 し , 炊 に 区 質 和 構造 
に 柴 い て 分 類 し , これ ら の 次 料 よ り 帰 納 し て , ダム ふ サ イト の 型式 を 設 害 する 玉 潜 を , 多数 

2 地質 図 に つい て 説明 し て いる の で 得る 所 が 多い 。 (理工 図書 株 式 会 社 発行 , 土木 技術 シ 
リー ズ り ), Ase 166 FR, 昭 26, 11 月 発行 , 200 円 ) CK) 
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東北 地方 油田 第 三 来 下 部 層 の 堆積 如 的 考察 (第 3 報 ) 
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Petrogenetic considerations on the lower formations in 
the oil-field of northeastern Japan (3rd Report). 

On the characteristics of the volcanic activity represented 
by the “‘ereen-tuff formation’ 


加 藤 2 ie (Iwao Kato) 


Abstruct. As is mentioned in the previous reports, the lower parts: 
of the Tertiary sediments in the Yokoté and Shinj6 basins are represented 
by the’’green—tuff formation’’ which is characterized by the distinct volcanic 
activities in the sequense of the earlier stage of the Miocene transgression 
in northeastern Japan. And the upper green-tuff formation in these area are 
represented by the Takasegawa and Kaneyama Formation in the Yokoté 
and Shinj6 basin respectively. 

The petrographic observtions of the volcanics and the pyroolasts assoclng 
with the Takasegawa and Kaneyama Formation are given here, paying 
attention to the peculiarities of the volcanic activities involved in those 
formations both lithologically and stratigraphically. 

As for the volcanics, those are related with each other in the mode of 
occurrences as well as In the distributions as rock units, forming locally 
jmpcrtant elements of eacn formation. Several rock types are found among 
the volcanics as shown in Tab. 16. 

The lithologic characters of the pyroclastic rocks predominationg in 
the formations as acidic tuf fmembers are shown in Tab. 15. These 
pyroclasts are found to show harmonious developements with the volcanics: 
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of the acidic or intermediate rock type, and the loca] pecuriality of the 
acidic volcanic activity is shown much more distinctly. 
When the distributions of the vocanics are cbserved horizontay (in space), 
either the acidic or the basic rock type is found to show, marked 
developement alternately from the northern part of the Yokote basin to 
the southern part of the shinjd basin, constituting several volcanic petro— 
provinces as shown in Fig. 2. In other words, there found loca] 
differrences in the ratio of the developements of each rock type, however, in 
spite of the local predominance of the distribution of some rock type, 


~ each formation may have connection with each other asa whole by involving 


nearly all of these rock types, 

On the other hand, when observed vertically (in stratigraphic successions), 
the acidicmembers are found generally in the upper parts oi those formatiens 
and the basic ones in the lower parts. This relation is commonly found 
as a regularity of the volcanic actions throughout the whole area. 

It is not always a transitional change from basic to acidic on a smooth 
line, however, but an alternative change comming off and on from basic 
to acidic which becomes acidic as a whole in the upper parts, The relations 
are clearly observed in Fig. 2. 


l 縮 言 
筑 者 は さき に 八木 教 接 に ょ る 東北 地方 油田 下部 層 の 堆積 学 的 研究 り に 関 


TARO BELT, 秋田 県 筑 手 盆地 の 西 終 及 び 山 形 県 新座 盆地 の 


北西 終 に 下る 出 牧丘 陵 東側 一 帯 の 地域 に つい て 東北 裏 日 本 油田 地域 より 一 
連 の 第 三 系 を 追跡 し た 。 と の 研究 に 於 て 特に 中 新 氏 に 属す る 地層 の 下部 麻 
BSE LIK [ae FIC A Bi RE ERO ee a 
相 と の 関係 に よ つ て 種 々 考慮 すべ き 堆 積 常 的 方 至 石 油 礁 床 学 前 間 題 が ある 
CLE HL 7), 

4 OF RACHA US ICRA, 岩手 , 山形 , 宮城 の 各 県 に 

唆 る 広域 的 な 第 三 系 の 地質 調 奄 が 八木 薇 接 の も と で 引続き 行わ れ , 第 三 系 
を 対 名 と し て 今後 検討 すべ き 多 く の 地 質 学 的 岩石 学 的 問題 が 児 出 され , 更 
ICRLTeMICIIAT SARMBIROR EOE & と も る も なる べき 研究 問題 が 提出 さ 
れる に 玉 つ た 。 現 在 な お と こと れ に 人 有 参加 し た 協同 研究 者 の 夫々 に ょ つて 研究 が 
進め られ て いる 3)。 


1) A FR, ; VERS TT 由 田 下部 層 の 堆積 学 SINGER, SS, AUR, 10%, 3~ 
Avy, 昭和 8 年 , 同 第 二 報 , BOK, 1348, 1~2 B Sy HBF 10 年 。 

2) HE: 東北 地方 油田 第 三 系 下部 層 の 堆積 学 的 考察 , BH, AE, 33 #, 
5 へ 6 号 , 昭和 24 年 。 

3) 化石 層 序 学 的 間 題 た 関し て は 主として 北村 信 (RICK, HVE), SROKA 
WACBEL CISEHEL CHINA (東北 大 , 工人 鉱山 学科 ), HEHE SORE RBC Bg 
L CREAR OF LUMTEE (東北 大 , EAE), 石油 地質 学 的 問題 た 関し て 
は 田 ロ 一 雄 , 阿部 正宏 (RGA aie) に よ ょ り 行 われ で いる 。o 
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PAE HDD 2s FY RD Oc LTE HE OAR ARICA, D HAA 22 年 以来 引続き 野外 


に ずる を と が 出来 を た 。 も vue yD) RICE AC. tt iS の 地域 , 特に PPL STD 」 


側 に 路 る 第 三 系 の 対比 基 自 身 極め て 困難 な 問題 で あり , 今後 あら ゆる 地質 
学 前 方 法 を 以 て 始め て 解明 さる べき で ある が , 現在 まで の 盗 料 で 可能 な ーー 


れ た 。 ) その 結果 師 に 報 周 し た 出 務 丘陵 地域 に つい て も 多少 訂正 すべ き 吉 
"が 考え られ る が , と これら の 万 序 的 問題 つい て は 逐 淡 報告 する と こと ど し 本 " 


ROK Ae BL, と の 地域 に 於 ける 中 新 紀 の 海 良和 期 相 の 中 に 沿 こ 


入 さ れ た 火山 涯 発現 象 の 地域 的 輪 回 的 特性 並び に 広域 的 の 共通 性 に つい で 
we, 東北 理 日 本 油田 第 三 系 下部 層 と し て と れ よ り 上 位 の 各 選 と 関連 すべ 
きき 堆積 学 的 若しくは その 他 の 各種 の 問題 に 関す る 今後 の 研究 の 端緒 どじ し た 
Vo 


tl BARE RK BERRI SRF, ME 
B2iARB= KF REOSEED 
AM BOMW EA SHRICO CHIT St LEAR MICO, TAC 
Spe aSiGic SAP LL RICH HS LOO RE VRIBE WD IC 
SACOM, PEAHIMRRICBET SAS RO BIIC Lb SB Rae 
挙げ れ ば 次 の 如く で ある 。 
ED Sue Ha REBIC IA Cit PE E OTe fit (Nozoki Formation), 高 
瀬川 層 (Takasegawa F.), 二井 山 層 (Niivama F.), 9th) (loka F.), 樺 


We (Kabasawa F.), hui (Nunomata F.), の 各層 が か が ら な り , Bt 


He 


EAH? ICA Cite, 金山 層 (Kaneyama F.), #134) (Kusanagi I.) 
古 口 選 (Furukuchi F.), =e) (Mitsumori F.) Je ogi ieh sh PU et 
Cet Zac L CORE (Mogami) BHP) 2.67.3. wap 
CLS batO BRB ROH, FFL Le OE IIE *% KER i BIC TS 
OSE AB «SOOKE 頁岩 SBI AIR Coa Ea 6 UO IC 
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1) 現 不 ま で の 結果 の 概要 は 北村 信 に より 日 本 地質 学会 東北 変 郭 地 命 研 に 於 て 招 介 
され 討議 され た , 昭和 26 年 2 Ao 

2) 新庄 盆地 周縁 の 第 三 系 万 序 区 分 に 関し て は 本 幸次 第 一 報 に よる も の を 訂正 し 同 

~ BOARORALOIT<K KD So ! 

3) ALB (ADH, 358, 4 4) POR Le (第 1 MQ) e—WROR Mice 
あめ る 。 MFRFOPME MICE F SPECS Bo 
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Ai, ょ つて 代表 きれ, CHL D ERABAIEA ESERAREREERE DIC CE 
; 4 PMKICRS ZO LAB DERN BROUL BR ECR BANE 
SHOWHBRE RL CS. CORMBRD HCH CKEE ASSL 
, く AEE CHEM BN SLU ROME EOD PSB OK UES 
。 邊 を 以 て その 主体 を 構成 され 若しくは 特徴 づけ られ , RR 
及び 肥 位 選 一 一 金山 層 の 夫々 の 累積 関係 は 両 盆 地 を 通じ て 中 新 世 初期 海 浸 
に 相 前 後 吉 る 火山 光 発 に よ つ て 特徴 づけ られ た 炎 山 貫 出 岩 相 を 代表 し て い 
る と 同時 に 前 光 の 傘 梁 両側 地帯 に 路 る 人 枯 地 域 に 共通 し た 岩 相 区 分 単位 と し 
て 認識 され り 東北 日 本 第 三 系 下部 に 発達 する 所 調 終 色 逆 放 岩 選 ( 療 ) を 構成 
じ て い る 。 

RAB AMS, 新 帳 両 盆地 を 境 す る 秋田 , 山形 丸 境 附近 に 分 布 し 直接 の 
AVANTE Oe CHAM RHE OR TIL Eo So. ARE 
BUG RON: 4e ll, (BORK SERED KL ad © Ts S RERETS 

. complex C4 Difi]ICIEMOYE BEEBE IBA & fede, 主として 基 性 安 山 

BROOKE CRA SS HR HERE £3 LOL BAGM 

(See asa fe CAL TRL MAAS HL COMIC LHe, 県 

i SET RISO MPTIC Ho CHR RIS SAE GEAR? ROC HICHAD 
Sf CARA) & ERS LCS Se PME 1 OH SAMO KT 
HOLME CHOSE NHAL 以 て 現れ , Hoc nev Lfros Bic 
LOCTHEAN SIM AMD 5 ERMS2NS. PWR ORHN ART MASE 
沢 層 に 関し て は 早川 典 久 氏 3 Ic kb RO R= PAB ICIIKS 248 
付 床 の 下部 鉱床 母 岩 と し て 大 局 的 に は 選 序 的 に 特徴 ある 鉱床 形態 の 存在 す 
i EN earie 1 ae 
種 の 問題 と 関 了 預 し て 考 究 すべ き 多 く の 問 題 が ある 。 

PARE RR ee 
BOR BER Va & 以 て 代表 され る 二井 山 選 BRE ED) OE (SER 
Hb). OP AIC SEE L VB AA LUBESSIC £ BE AD CBRE な し て で て 発達 すず 
SK LES TH a 以 て 主体 を 構成 され る が 一 方 で は 思 々 正規 の 堆積 岩 相 を 
その 間 に 介 在 し , 此 等 の 火山 岩 , KUTA, WHE, JRO REY (lithofa- 
cies) が 極め ais 雑 に 関係 し て 地域 的 な 沈 積 相 (sedimentary facies) を 


1) ae 或 を も 含め た 廣 域 的 な 地 記 の 消 跡 だ つい て る ANCHE Ao 

2) Fs TM ECR RO HE, SEBMLLALBEC TA CARA & Waagenophyll- 
um cfr jects (Waagen & Wentzel) Qua koO—\ AEG (東北 大 ; 
au) に より 発見 され 二 司 紀 に 属す る も の と され た WARAROREC k 
D)o 

3) PINS AP RL LO SSK FE AD GEER, ADH 34 8,4 号 昭 和 26 年 , 


AAO ee 


Be rae ee a Bh 


RL Cw YY, RHOBKE LHD WIRE LCM HN BAe 
れ よ り 上 下 の 各 層 と は 区 別 さ れる 。 © DALECHBIC (A ELER * 25 55 DER DS 


SAIC SSZL RB Lhd LOFRANR RL CHS, TORE 


岩 相 に は 前 報告 に 掲げ た 化石 動物 を 多 産 する 。 ) LICMEAWA CRE 


川 層 上 限 に 前 報告 が に 示さ れ た 化石 動物 を 多 産 する 砂 ( 奏 ) BIE DL CoH 
山 層 に 首 わ れ て いる 。 以 上 の 各層 の 累積 関係 は 本 地域 の みな ら 二 背 深 山地 


両側 一 帯 を 通じ て , 中 新 世 の 最初 の 海 浸 及 びと れ と 相 前 後 す る 火山 活動 に 
超 因 し た 火山 性 堆積 相 の 顕 壮 な 発達 に よ つ て 特徴 づけ られ る も の で , ED 


火山 活動 の 様相 に つい て 追求 する と と は 極め て 興味 ある 問題 と 考え ら れる 
BS, 特に 最 下位 の 及 位 層 に 関し て は 人 呑 今 後 の 資料 に 供 ち , と ぃ で は 高瀬 川 , 


。 人 金 山 両 計 に つい て , その 最初 の 段階 と し て その 中 に 含ま れる 火山 音 及 び 火 


山 砕 層 岩 類 に つい て 地域 別に 観察 を 進め る 。 


IL 高瀬 川 層 の 主 中 を 構成 する 火山 岩 類 
1. 横手 盆地 北 線 元 角館 (Kakunodate) Ee 
a. 産 其 及び 分 布 , 太 手 盆地 北部 に 位 す る 大 曲 町 , AE SRT OA AE 


BY EOMERDIVE TE £ DAL ARENT ICH SAH It, JL 
HMO -PENE AT ZARB (ACD ICES), ORG (OR 


KAVA) ROLF (AA) DSR OMA ABE DC RE HIC 


(RRL SWE ATI ERE LORE PAO eI Io AT PG I 


BRVvCOMER*AMGAO KREME CHATS 
AIR PIC (Ek ABLIC RED FE BORA AS LI ER AR IC BG S ILS 


BHO KA TRA AORWABOBLVBEBASLIN, THD - 


fa OFAMMAIE th 4% LD. CHKORBVEKERALCWHS. GEO CHUIBAIIC 
b 2 DBA OFAN Mh OFF TILE DOKI ABA 5 Te S BBE 
Rezieth, oR, BREAD LWAKIC ED HeWeceyRe EK IC Be te LL AF & I 
し て いる 。 角館 町 南西 方 雲 沢 村 附 近 の PPRIC HL 1 ZR ET ek 
は 本 地域 の 最 下 位 に 当る も ゃ の と 老 を られ る 。 と これ を 中核 部 と し て その 上 位 
CRE UNAM DEAR WA FIC ILE ICSE — BO RUBIMEOILA 
x Mg CHL OD LPLOAB LOR PER ZAR a IC ILE x PIE HO 
ee PORE PEO = aE Ee ee) ena 
ある 。 

b. 肉眼 的 題 微 鏡 的 性 質 , 本 地区 の 高瀬 川 必中 の 話 岩 流 或 は 集 塊 燈 岩 と 


し て 若しくは 一 部 北 交 角 春 岩 に 移 化す る 火山 岩 体 じ つき その 各 麻 准 に 於 い 


* と の 問題 た 関し て は 別に 報告 する 。 
3.)4.) JRSAME, 本 誌 報 次 第 1 報 及び 第 2 報 
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Upper Green- Tuff 


Formations 


て 産 其 分 布 並 びに 岩 質 上 か ら 一 連 
新鮮 な も の を 控 取 し た (第 一 図 )。 
(1) 主として 上 へ 中 部 に 於 て 酸性 の 浮 石 質 療 導 
PEW ET LO (第 一 表 , 1~6). 
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DEE BTS LORIC, BHICHO 


MICREL C, BBS 


第 一 表 (Tab. 1) 
Phenocryst 
| Groundmass 
> leas horn- | byper-| magn- 
Plagioclase | guartz | biotite | biende | sthene ines 
ny=1.549~1. ic 5 
上 明 552 (An42~ SLE Watlglassy ~ micro- 
Se | 46244) 7S SIAD % Spherulitic 構造 , 
| xini5mm,| * * “ x の 少量 A Ye 28 Be FF Ic 
岳 | 黒 帯 構造 の 発 大 き Sssilica mineral 
SRB 0.5mm | の 発達 が 著しい s。 
n,=1.554 (A ae 
ie n 450.4947) | 次 品 を な glassy ee 
ez | peg elsitic 構造 , 
4 a Kee ee ‘Ss * ※ es Tb File Be a に silica 
| 8D FEED | ん ど な い mineral の 発達 
| CRE | EL Yo” 
% my =1.54801. | RRA CAD Hivstéulglassy, microfels 
i We fae BURY a Ente tic, microspher 
eC ae) nT パ | の 比較 的 itic, 各 種 の 構造 が 
3) a1 へ 15mm | ~ x lero) =< Geer ee cae 
Bp | SORTED FE BREE る 大 き さ し い 流 状 構造 を 
| BD CRE | petra 0.7mm びる 。 
| ny=1.551~1. Aes aS ; 45 
& | 553 (An45~ eae BAA 7cimicrofelsitic # 
4) x | 4846) KE Seo F x | SORE CE Dee, 
MEMEO ES 05am pane 
A i p> rs ee 
n=!.548~1. ae= era} ae みみ : aye 
pe | 554 (An40 へ etek A Aig et oe crofelsitic | 
Bey SOP RE FT ge ahs x No godtaoe_ oe) oe 
jo | き 0.5 マ 1.5m きき 1.51~1.5w| 
| = | m Birt DP mm m/e 
ee Ime ena, » a EU aES] 
| in,=1. 47~1. x YP et RG Zs) oT rg a oils, 
A 549 (An39~ ase. Alaa ete を な す ゃ も ages © 
dg Bet ke Reena x Abie eee 
© | S2n3mM BR Zs IX’ BA C1 m2 eRe ‘ 
ae | MMe IC [OO | 2’ =m | AE 
Face | 1~15mm ).5mm. 
CNED-WOKWBICLOCRHANS EO, RKEA, VORRE, 


VEEL PICKED ALC, WICBTROBIC L OUEIMNEEE FF 2 otis 
| BED LD, MOZMIC AMIE MNES BTS COVA SM, と 
] BORA WE. HELM AH LOTR LPT CHCA 4 ELT BE 
Bre licrk#en owe, PIME EM UIUPS (Sannai) 層 の 各層 の 見 か け 上 そ 
の 下位 に 発 執 する 高 源 川 層 ( 杜 手 盆地 ), 金山 層 (新庄 盆地 ) LOOK Ge APPR) を 
_ 疾 し て 上 郭 線 色 衣 放 岩層 と し , これ を 衝 線 の 部 分 を 以 て 示し た ( 図 中 の 数 字 は 記載 

番号 )。 


158 : BRR DM RAFAH 


OI HE BH IC Har ~ PRE O BE AE QO Bil Aa & wh D 
Z hh (27 ESLER AIC BORED LOB, MICODAN AILS 


oe PR ADEA ISREEKE TE, 累 帯 構造 の 発達 何れ も 不 


BCHOMMEHOD ACE SD Aa ¢ RB ae TR LIRR RRIC LOTS 
れ を 検 す れ ば sodic~intermediate andesine iC calcic oligoclase (C j& 
する 。 石 基 は glassy, microfelsitic ))38 microspherulitic Mike BL, 肉 
ERAYIC BROKE ATS SOWTCNE OGBONREAIOMICHIET STE 
Pies 

BE ICOW CR SEH L 7c AS LED fh CRRA PIC Rit HA eH 
(OES ee WIC RIBOSE £8 S. LEO 
BERL AT SHO KUAICOM CE OBERAIGBE TET IUL SH 
— FIC ART HO CCH Se 

(2) 主として 高瀬 川 層 中 部 附近 に 於 て 前 記 (1) OLOCREL CHAE 
を な する も の (第 二 表 , 7~9)。 


第 aah 32 (Tab: 2) 
Phenceryst 
| Groundmass 
' plagioclase ivpersthene augite magnetite 
| glassy で plagiocla- 
n=1.551~1.5 | 2V(-)=65. | 2V (+) = aS 
al 5) (An=45~ 67, So bg 67° n.d Mil: & Bes SCD PRO る の を 
Oy に < microphenocryst 
|7| | 5450) 大 き さ | AF = 0,5 | 0.5mm, の で 少量 |. +2, silica 
1~2mm, BH | Simms be Uke ee oe ee main 
| | | apa RS | 0.3mm Sa eines od 
SN ry ny=1.550~1.5 | 2V(-)=n. SEAUIAD% jglassy~pilotaxitic 
4 | 57 (An=43~5 | d. 大 き さ の 極め あて 少 Hee 
a | 4=-49) ASS | 0.7mm, fe > 量 , 大 き さ | Me 
1 Sm あめ て で 少量 0.3mm 
ee 
010 A np =25° | at glassy~microfels 
mu | ~30° (An=45 TEEIKO > jtic Wri SUUABR 
9 | ~55=50) KS き 量 , KES に 富み Ssilica miner- 
| 1~2mm, En 0.3mm al OF DSEL <, 
山 | edad > Fisz-P 0.2mm frOREB 
REE を 有する 。 


WEAR 68, BEAR EDO SD Add PC AMR DETRD PY IRA UBER RTS A 
少量 認め る 琉 璃 質 容 山 岩 類 で ある 。 和 府民 右 医 呈 は 累 帯 構造 , 双 品 の 何れ も 
発達 不良 の calcic andesine~sodic labradorite CAH Sips RRR 
及び 単調 輝石 で 多く は Imm 以下 の 小 斑 品 と し て 極め て 少量 を 認め る の み 
で ある 。 石 基 は 多く は 珠 璃 質 若 し く は 時 に microfelsitic~pilotaxitic #§ 
rab 時 し , (ARRAY ICHCHICA 2 S BOC BVCARNEIC IR う て 発達 し た 微細 

気泡 容 隙 中 に 球 了 酸 人 鉱物 の 発達 が 認め られ る も の が ある 。 こ と れ ら の も ゃ の に 


SS 
Pao 


oe 


de eel aes RR OE 
art : aX Pies f 
aot ee Se Ne ake NSAP 
PRY 2B aR RBCS 159 


DA CRAG BRORIRE ETN BIRO 5-H. 


(3) Fe~ Re TaICHAE eT bO (第 三 表 10~11)。 

ARH IC RAS BRD CL EIIBOR THLE LCA ONS RUA 
BHERES SOC, BKRELEMBMAOH <BR GE HICH ~ 
FPRDEIKO RS ABE 8D TICK CREEK OB EME Bite 


RIC ADEA OR hiatal CoA RW ICTS. DRE BAe 


SERUM A HORE? \SLVGERKABO も の 多く calcic labradorite 


な 庫 す る 。 有 人 色 鉄 物 は 殆 ん ど 終 色 鉄 物 に 変り , PEO LOH CH SABE 


Opguhe D> 6 (27\C MRA KLE S., ALRO PURE NO %O (ese © 


es, Seraph. 3) 
Phenocryst i 
Groundmass 
plagioclase mafics 
O10 Anp=31°~35° | eye Bic k 0 Zee | glassy~pilotaxitic 構造 


(An58~63=61), 
大 き さ 0.3~0.7mm 


SH CHD 4 Ooh 
ん ど 全 く 認 め ら れ な 


jE, TIRBVAC, ZINC 
Be. 0 ま 殆 ん ど 全 く 


BLEEK ® © BE ¢ | rv ISRVE 

(SEEK, SapHE 

造 の 発達 不良 

n,= 1.563 ~ 1.566 | 新鮮 の % の 認 あ られ | pilotaxitic~ pagiloclose 

(An65~76=71) Foo hyalopilitic n,=1.559~ 

大 き さ 2~3mm & i 構造 で brown |1.563 

Ps, WES | glass Ic@ts \(An59~66 

発達 粒状 ~ 針 状 の |=62: : 
ee は 新 鯉 の も の 殆 ん ど な 
aie, 


ERED RCH RED BERS Ae Pe DADA CHG AT YD 
る の で それ 自身 は と の 選 準 の も の は 代表 し な い 。 
i (4) eR E~ PRE oC) AIK な す ゃ も の (第 四 表 , 12~14), 

By Pl fe RY Te GH As B 7D PRIKD BEA ARO et NICKWS Imm 内 
ALDH ABER EB Ce DEK EO FA ce 4 OD th IC HM~ PAPBEIRORLE G 
BE % 2B B tte (LBL IC DEIR D EL 6 RSW OE TRAE 
EF HES ZLOSMBMSNS. EOMEAMEAI calcic labradorite か 
ら な り , 石 基 は intersertal 構造 を 呈す る も の 多く , COMPRA 


sodic~intermediate labradorite た に する 。 


WR Pee 


THEO BUM MAE LL CAREER IC IA CABO L~ PEBICHES 2 SHE 
PRR BREBER SC LOCH SB, と この 種 の 岩 脈 に つと て は 高瀬 川 層 の 
主体 を 構成 する 火山 岩 類 の 小 逃 入 岩 体 と し て , BET MICH © KITE 


の 一 員 と し て , 必ず まし る ゃ 看過 さる べき で は なく , 他 の 地区 を 通じ て 共通 の 


SN ) \ 


0 AMM Re SB 
第 四 
5 : 
Phenocryst 
plagioclase ; hypersthene augite 
ny=1.564~1.568 QV (—) =69°~71°= | 2V (+) =58°,C7 AZ, 
大 | (An68~75=72) 70° 大 き さ 1~15mm | =48°~S50°RS Sf 0.5 
12) | 010 Anp’=39° Raw, Reet, | へ lmm Raw, a 
iy | (=An68) 大 き さ 1 へ 3 | augite より 多量 | &t cb 
mm, S@arHeiats «78 
n,=1.558~1.564 2V (=} =70°~71° =| 2V (+) =499~50° 
it | (An57~632=63) 71° 大 き さ 0.3~0.7mm | 大 き さ 0.5~1mm, 良 
13) ASS 2p3mm MEH | GHD LOD<, A au As REBEKo 
| ER gite よめ 少量 。 
| | 
| BEBARD S DIBA ETL | 下品 状 の も の 極め て 少 | 2V (+) $529 大 き さ | 
ve Exo | 0.50:1.5mm 
14| 杉 : 
| 帆 


傾向 が 期待 され る が , と れ に 関し て は 後述 する と と と する ろ る 。 


| . 2, 横手 盆地 西 線 部 大 曲 町 , 大 森町 及び 西 馬 音 
内 (Nishimonai) ETRADHWEERE 
ER Ee 
a, DPRRUER, 本 地区 の 高瀬 川 層 は 横手 盆地 の 西 終 を 割 し て 南北 に 
EAT SHARE RRO DKMICIAY, これ より 上 位 の 各層 に 対す る 中 
核 部 を 構成 し て 南北 方 向 に 仲 民 し , その 北方 の 延長 は 大 曲 町 及び 幹 宮寺 町 
OMAMIT CHIL, その 延 民 約 20 将 , 幅 約 5 He RT Sas, 同時 に そる 
の 中 核 部 南部 に 於 いて 更に 北 々 西方 向 に 分 岐 す る 他 の 背 終 中 核 部 が 差 方 附 
近 の 向 多 和 盆地 を その 間 に 挟 ん で , 箕 子 川 と の 間 の 分 水 作 に 浩 ふ て 走り , と 
Ot Ric HAW SHV PROWLER CE OA ee AL CWS. 
下記 の 中 , ZORAO PALE Too BR SRI BL RA OK 
山 噴 出 物 を 以 て その 主体 を 構成 され , HOw Waa, Fike, 
集 塊 岩 , AVEIRO BRS SBR LL CRESTS (本 
lz 700m), CHE ORKWAROOK WRG AS Eat 5d KSA CHR 3. 
tl, S0BGE, = FRU, Cent RABI, Coie & RE CH Cite BPAY 
南方 の 大 黒森 山 , 檜山 等 の 山体 を 構成 し , MORE, SBE (Be aaiRe 
線 ) 西方 の 雄物川 滋 早 で は 時 雲 母 花 賠 隊 継 岩 質 の 基 毅 娠 を 基 旗 部 の 安山岩 


. y 
Groundmass < 


magnetite 


BEM, BEARD 4 OF | hyalopiliticpilotaxitic HUE MBER monoclinic 


さき 著しい 。 4 多 石 基質 で hiatal, 析 子 状 plagi "PYToxene TAL 
RES 0.1~0.3mm oclase の 微 品 , magnetite の 徴 Plagioclase 
: A ey jn,=1.557-~1,561 


mafics RUS KBE UIA. 多少 


SENS 
PEELKD 4 OFS 4 EE pilotaxitic ~ hyalopilitic #e¥## plagioclase 
大 き さ 0.1 へ ~0.2mm wae, hiatal 基質 全般 と (ee さ 0.03~ 
Pine*coloured glass 7 S2f4 jet 356~1 558 


AEELV 0 (An54~57==56) 


RAVER 4 DFR% | intergranular ~intersertal _ plagioclase 
ZEB 犬 き さ 0.2mm 構造 過 石 基質 [n=1.569~1.572 


質 集 塊 岩 を 以 て 直接 不 整 合 に 被 導 す る 。\ と の 安山岩 体 の 上 位 に は 本 層 の 上 
PRICES 2 A A AE = RAR BIER EES” 
BUC Cit 7A LORE G RED CRET AAS, (IN bEERO 
Mihe RAL CED EMOBBL IDK ANIC AONE LC 
る 。 こ と の 中 核 部 の 主体 を 構成 し て 著しい 発達 を 示す る も の は 上 記 の 如く 基 性 
の 安山岩 質 噴出 物 で ある が その 問 に 介在 する 火山 岩 類 は 北部 角館 地区 と は 
夫々 の 優劣 の 差 は ある が な お お その間 に 共通 性 を 有 し , 夫々 の 地区 が その 優 
劣 岩 種 に よる 岩石 区 を 形成 し て いる 。 


b. 肉眼 的 題 徴 鏡 的 観察 

(1) 筑 手 盆地 西 線 の 東側 中 核 部 を 構成 する 高瀬 川 麻 の 殆 ん ど 主 体 を な し 

CHET SKVAR OR A en (第 五 表 , 15~20) 

THEDLOKLOCREANSKWARAAILN SMEAR 4/5 
8, D RIB Ts BE PIC HA ~ PRE OPR NS Ave LOZ ICK © BURDEN 2 #8 
fPIC ADEM EC hiatal Tey ACHE IC ORES TOILED BEL 
(BUM -zBALA OLR ARE BTSLOR RBH, 全般 的 に 
WreAOMMAeWALtKRaRe WaT S. OMAMICAI 
る 試料 に つい て の 夫々 の 観察 は 第 五 表 に 示す 如く で ある 。 

COPED BH D b OlATFAMAIIKE HL CAH ICAO CHES 
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し い 発 達 を 示す が , 東北 日 本 第 3 系 の 下部 層 に 含ま れる 協 石 安山岩 類 と し 


て 最も る 普 刻 的 に み ら れ る も の に 属す る 。 


j 


第 oat 
Phenocryst 
plagioclase augite olivine 
ny=1.56101.563 | 2V(—)=61°~ | 2V(+) =57°~ 
fa | (An62~66=64), 64°=63° DDS CaN 
15) 7 O10 Anp: =37° K = SOLO de Ze =30°°50° x 
(=An66 mm mayies の fee Be [A 
| Kes 2n4mm Shia ORG 
MiOtRt Ze 占め る 。 
n=1.584~}.566 2V(—)=709~ | 2V(+)=57°~ 
| | 7K | (An68~72=70), 75°=73° 大 き | 60=59° KE 
116 010 Anp’=41° &.0.7~1mm & 1.5~2mm 3 
! (=An71) plagioclase に | 和良 自 形 と し て 少 
Be | 大 き さ 2n4.5mm REZ Bo Ho 
Sie 双 上 品 何 れる 発達 CZ’, =46° 
MEKROLOMBC | PALIT LO | MEEOLO | SL aA b 
ia Fis 認め られ な い 。 (RWS 0.1mm) {EL feBtes & b , 
17| He y Ohta eect | CHASE, 
る も の な い o Ke & 0.2~ 
tre 0.7mm 
MEKOLOMAL | MEET LO | MAPiCTLO 
G Tglo BARE TE 認め あら れ な い o 
18) 曲 x 
ilk 
ni=1.561~1.565 2V (+) =65.° | 2V (+) =56°~ 
(An62~.69=66), ・| 66°=66° 大 き | 58°=57° CC 人 
19 上 | 大き さ 1.5~3mm | さ 0.5~Imm | Z'=35° へ 42° 
| 下 | SORES «38 | DEL, RABE | 大 き さ 0.5mm ^ 
corrode され た も の ) 和 | を な す 。 少量 。 
多い so 
n=1.560~1.568 SHED 4 OZR D% ORB 
Hi | (An60~75=-69), | wm 3 
20 Kes 1~2mm LN よい“o 
/ & MRE SE * 
TK 染 さ れ て いる 。 
| 


(2) PoE BO HRA EEBIC BW CERO 41) EE KLUM He 
Pe Ovi COC UL See 21~23), 
DUR, DREAD IEMA AE BSE IC HARDER FE ABER, & DAD 
te t HIT AA Sh BO BE, RS GE kh intermediate andesine 
に 属し , AAPARE RY OPEN BABOR HERA BOS OC, AxaAlt 


a ky - 


a 4 


CHORE 構造 


EBL, 


Ex 2 © RRL IC 


EERE TS. CHA OBA AHBUS BIO AL Sieh RIC A ee: 
— 1 EP 
se (Tab. 5) oe 
Groundmass 
magnetite texture plagioclase pyroxene 
HiGREAKO % ih alopilitic,~ | ny = 1.55901. ihyporsthene monoclinic 
x 562 (An59~65 |micro p 
pees? ; 2 ~ icro— yroxene 
の 少量 ぅ intergranular =62) 析 子 状 , [phenocrystic oh 次 
ASS 0:1mm | 橋 造 ) hiatal で | 大 き さ 」 | の も の KES 
ZEEE 0.1~0.3mm .5~0.l1mm le EE es 
手品 を な する の | hyalopilitic # | ny = rience hypersthene monoclinic 
on | 563 (An59~ へ 66 |micro- pyroxene | 
FALE Tho uy hiatal で 多 =63) 太子 状 , |phenocrystic eh 品 
BEE, brown | 大 き の も の 少量 «| | 
glass Ciro 0.1~0.2mm the 07~0. le 柱状 
班 品 を な す も の intersertal #67, | ni = 1.563~1) | monoclinic pyroxene 
ah es (An 67~ 
認め ない >。 nonporphyritic| NR 
np’==41°(=An | 多く は 終 泥 化 さ れ た 微 品 。 
71) KFS 0.0 
PERIKO A OF, | pilotaxitic ~ | ny =1.565~1.| monoclinic pyroxene 
intersertal # | 566 (An69~72 
Me sollte | £71) 010Anp’ | 多く は 0.07mm 以下 の 粒 
HE Po 9o(— 2 EE 
0 | PLURAL 
porphyritic ‘Omm 析 子 状 
EWEEK | hyalopilitic | ni = 1.558 へ 1. | monoclinic pyroxene 
ee I 2 1 562 (An 57~6 
DIY Bo CARY ar 4-61) 大 き さ | BRT CL POS OFA, 
大 き さ 0.3mm | Hk, HBA yee Ag ど な い o 
基質 。 rR 
PLAID % D> | hyalopilitic~ | 大 き さ 0.05~ | 新 鯉 の も の 殆 ん ど 認 あめ られ | 
量 。 intersertal 村 |0.1mm 本 子 状 Fel 
大 き さ 0.1mm |, SAA | の も の で 新 鯉 の 
る の 少 い oc 
te SEEK TT RE BE KL BARD LOCH SD. FEO CHE 


区 の 高瀬 川 麻 中 に 含ま れる 火山 岩 類 は 前 逃 の 
れる 交 石 安山岩 類 を 以 て 必ず し ゃ 族 始 され る も の で は た なく, HH THB 
が ら な 落 そ の 上 限 附近 に こと の 種 の る も の が が 兵 在 し て いる と と は 注目 すべ きこ と 


と で ある ろう 。 


(1) OFM IC LO TREES 


Ly 
164 Hi i in wa KK A & Fb 
. A, 表 (Tab. 6) 
Phenocryst 
41, OF te eet Groundmass 
‘ plagioclase peer = ba | quartz \ 
010 A np’, =23°~2 TESTE BD CHC) glassy~micro- 
peat mf Caley | LADS DID A felsitic Pez 
TX | 5° (An42~45==44) Fae Bg Janes: Aluidal tex.2#°O\Ao 
21 OU Ran oe JE{EL Cito 大 き form の る | RZABRR OTR BIC 
4 き さ 1~1.5mm RBA = の を 認め る | silica mineral の 発 洋 
ie 箱 え corrode され 0.2mm 大き さい S 
て いる を も の 多い 。 0.2mm | 
wee O10 Anp’,= 19° ペ 2 BERIRO glassy~micro— 
SR Nery eae) lh DHEA felsitic HETE 
22) 田 | BERS O WS x % DATE x | plagioclase の 微 品 を 多 
Ri 大 きき Den | | 含み 流 状 2 ite び 
el mn | く 含み 流 状 構 洪 を BE OS 
| Do 
ny = 1.545~ 1.547 MELO glassy~micro— 
gE ees | も ORL, feisitic PER 
23| 者 | SOE DIETRR | x だ ど 認 め な x TAREE ZO. Silica 
as 5mm | Wo mineral 発達 する 。 
as ae 
SoS Pe | 
plagioclase he ucre mene | augite 
ny=1.563~1.570 (An | 2V(—)=69°,70°,72°= | 2V (+) =57°~ 59° 
Hz | 66~79=73) KS &2~ | 70° KS & 1v1.5mm, | 58°, 大 き さ 0.500 
24, 4mm Sans, 双 品 何れ る | micro-phenocrystic ® | .7mm. C’AZ’=37° 
A | 7, BERR Seto | も の に 比 し ; MEL | ~49°, BEB EL Cle 
ぁゃ の 少量 少量 。 
nj=1:561~1.566 (An | 2V(—) =7 “749, PAT LNA Ne 542562857 e. 
2 70 . Sleeve eae 1.5~2 | =56° Date 
Seale Beers Use mm., monoclinic | mm, ##44,£L COR 
25) @ | ~2mm Sete, 双 品 pyroxene の rim #4] hypersthene Care 
- = Lc parallel growth | C’ A Z/=87°~48° 
A 伺 れ る 発 TSIGEO を teh DEN oy 
| 
ni=1.561 へ 1.568 (An=| 2V()n.d. 天 き さ 1 へ 1.5 2V(+)=46°,50°, 
62~75 =-69) mm., HAaL&L CE, | 54°,56°,+52°RS 8 
26 畑 | ASS I~1.5mm, RWHH,| HO augite CAR<" 1 へ 1.5mm 少量 
Wa TE IC FEB C’ AZ/=37°~48° 
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es : 3 RFSH REDS, A, RENE E 
a ERROD A MFA MEP POOL AL MRT 2B 
Di AMA ORES, ASW UIC Eee 2 ORMT OICHG 3 
OPED NEE CHAREIC HAD BN Zan, REESE AE OR RIS 
BARK AA OBR EEL O SRL, 後者 が と れ に 代 つ て 院内 町 
BASEIC EKA IC INS SRK EORBLL CRESS, AMHROKE, 
山形 , BR CNL RARO HEE ETSI (Ynodai), 大 
Gi (Oyu) BRARBLL CHD CHE REE ROR AR RRB ICE 
つて こと の 地域 の 高瀬 川 層 の 大 邊 を 構成 され る 。 一 方 湯沢 町 南東 方 山地 一帯 
Ce Rite a Se tL CAE DIRK GE) BCE IC ROE L HER & 
ARROWMEF AID UKE BERL CHS, 4 OREM SIDES 
EUNChiOe ae i AOBBE B5CHS, LEOELMIAMPAM 
Rik BIC ( DAT SRY DEBORAH ORES O_LTIC MBE 
CBT S. FEOCS OMOA RM AMORMH TRUBS OD KWAI 
LV ERICH TSLOCH AB LAO MRA BIC IK A DAT SB 
KEAR BKRE PICKS OMICHPERIU AD IMAADE LED CE x PE 
LES, COMRAAH HAM OEM IAM SN SPRKIC TNE OK 
岩 類 の 標 式 的 な る の を 挙げ る 。 


表 (Tab. 7) 
| Groundniass 
magnetite | 
PAELKOLOD ES. 5 pilotaxitew hy plopilitee ete, plagioclase 
大 き さ 0.2mm | SHEA, AALS EKO n,;=1.358~1.563 
| Hh A Os fi (c hypersthene の (An57~67=62) 
microphenocryst #& ipo [fst microphenocr- 
ystic の も の に つき 。 
PEAKE D4 OZ | pilotaxitic へ hyvalopilitic fick, plagioclase 
Vs SY RZ es C brown glass  , microphenccrystic 
大 き さ 0:1 へ 0.38mm | %HT So の も の に つき 
n=1.557 へ 1.561 
(An54~62=59) 
pilotaxitic~intergranular plagioclase 
hee, SABA, ACMNROF  (m=1.559~1.562 
堀部 は 全般 に 線 泥 化し て いる 。 | (An58~65=+61) 


wid i eee 
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b. RARAV AAR 
(1) BHP CHF KISEE BOURGES BICOL 
Beauté lL CHET S EO. | | 
(i) BEAK AE) OTEIC RATE EL CHET SEO (BL, 2) 
(li) PRK BB?) O_L~ Hic MAB BELL CREF SLO (Gt 
324/125) 
(ili) 湯谷 苦 克 岩 部 局 ORE MICKA L (IS PBR Tet BO 
(#32, 26), 
BOLKE ET HARLOW BRULEE AUD LOCA MAE Pp 
BIDE D BEA IL ACR % DE WARORM SEIT OG 
O20" 


PEAR EADS 


Phenocryst | ; 
Groundmass 
2 | Ae magne- 
| Plagioclase quartz biotite | 3 | 
te Ps KS & Im: i felsiti : 
ie ee 融 鯉 形 の へ Ti X’ BEER 7e| micro-felsitic ABE 
- = BEET 7) JRBER EL > ODE = ae Dye) TPA BEEEKO 
= See =. Ow1sh fh Se : > 
Pa es rin a 大 き の SEEN 
me | RAVE ZT 1~2mmlellowrish 
hh DIONE ar 
ye | MDA TALS < ABLE © SEG 7c| micro-felsitic PELE 
ae. FW SHIR OB DT BG F% OFe 
Al ASS Inibmm se] くん と な い 
Ee K = S| 
2~3mm 
arnt a0 a, | 
a | m=1.834~1.535 | BEGARE| micro-felsitic PE 
(An13~15=14) eto SD): es va 
29 77 | SRO Tea | x pac) PPR 
CRB, = me 3 
us ae oii Ns plagioclase 4#Stpo 
0.2mm 
per £0) shit wh : Cay 
明 lasso” SEALIAD| micro-felsitic 構造 
HEME gy JR eer % DEY 
30 Je a ie D Iseehs x x he 
a ya | 2 
a 大 き さ 2 へ ~4mm. Ke さ 
0.2mm 


1), 2), 3), これら の 導 放 岩 部 層 は 夫々 の 分 布 す る 地域 に 於 ける 高 顔 川 悦 中 の 逢 
者 な 寂 素 と し て 夫々 の 地域 の 沈 積 相 を 特徴 づけ て いる 。 と の 点 に 関し て は 詳細 は 
RBWCUBN TeV 0 


Se ne ee 


AR 宛 、 報 - 一 交 
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(Tab. 9) 
Phenocryst 
PET, r . Groundmass 
| plagioclase | au gite  hypersthene 
ny =1.5610:1:5 j 
| 06 eae d. Bid LL CHB pitotaxitic~hyalopilitic | 
及 |-2V (+) £78°~80° た き 07 へ | めで 少 莉 構造 , hiatal で 多 班 品質 
al Az | (An62~.63=63) smm Fan KE & 0.2 へ | matics は 新 鯉 の も の 殆 ん 
落 | 大 き さ 2~4mm SB Pans Saves? orn : ど な い eo 
& | eho mee CLO Soe Si iiete 
Baker cue 2h D 
|| | SES et 
pee ae rapes ae pilotaxitic~inter 
‘| (An65~70=68) ~ i) grannlar 構造 , 多 石 基質 
8 5 je 2 ze 
2V(+)=84°°86° き さ 0,56 Zs Zin ress 
132 | (An66~67-+67) nh fresh! x REECE RUT Be 
f KS 3 1~2.5mm の % の 極め あて 
| REO REA Ao 
| = a AV £40 ea ze 
| | m=1.563 へ 1.565 PNCS SS gE. & L Chil] pilotaxitic~nyalopilitic 
| て ieee pore Fe iw? Ea ert te ee 
33 動 | (An67 へ 7) <69) OM, BERL Coa Ep ee ee 
| 動 ee Pal し て 比較 的 多 agit は 殆ど 新 鯉 の も の な い o 
LW} oe &, BAW, ; | 
し A aloe honrg lass 
St 発達 
Fez aia 3 (Tab.10) 
| Phenocryst 
| eae sips rine Te Sick Groundmass 
plagioclase “thene | augite | olivine 
1 sel 66 OVen a. WS Ipilotaxitic #38, Baume C 
5 (An64 へ 69=6 大 き さ 0.2499, 50°, LmeticE VA aaON 
7) KX & 0.7~1 へ 0.5mm |52°=50 SEBM D Bee BN CHE Ha 叉 
34] mm MOR LOK き さき | x Grane. 
gg EEL < く な い 。 [HRA CH |0.5 へ 1mm| 
Ban L Cbs 新 鯉 の る の 
i 
ie | 2 | 
n,=1.566~1 56 Fare a < Fah Y @ “ pilotaxitic 構造 , ZyeWAS 
we? (AN72~77-= iBRIEALL CT REEL C RHA Btso 有色 鉄 物 は 
75) 大 き さ 0.2 べ 不明 | 不明 新鮮 な も の 殆 ん ど oi RUE 
35| (0.7mm Bee x Hee aa eicenie: Mara 
z (x micropheno— Ao 
crystic の も の 
n,=1.564~1.56 2V (+) =|@< eye hbyalopilitic へ intergranular 
2 (An~68~73= 52,°53" 革 5 化し た % 和 構造 , 略 々 粗 粒 の basaltic 
71) KX S1~1.5 3° ophitic Ae Sitexture AT An 充 間 部 用 
36 及 mm, 自 形 疾 唱 状 x inter- 0.5 へ 1m び 有 色 鉱 塊 は 殆 ん と ek VEEL 
ID % DER Che growth を Im た も の が 多い o 
な する も の 多 | : 
- Wo 
A Oe SSS eae 


’ 


(2) PAM Eve BOR EMRE e O_E ABR ABBA EI see TIS 

EUR & To TREC : に 
(i) 湯沢 町 東南 方 雌 長 子 内 搭 及び 雌 長 子 内 岳 附 近 そ の 他 に 黄 て 許 長 流 紋 ) 
BE I VE PA OHI BEL Cee Tn tb O (第 八 表 ,27~29) 
Se ee ee 
#2, 30) . 

上 記 の 内 (1) の も の に つい て は その 選 序 的 位 値 は 上 逃 の 如く で ある が , 
ZO (1) に 示す よう な 岩 脈 型 の も の に つい て は 上 位 の 硬質 頁岩 計 の 比較 
術 下 部 と 相 前 後 す る SHORE WEE MO HH Lhe oN, 他 地 
区 に 於 ける と の 種 の も の と 共に 今後 の 資料 と し た い 。 


168° et Pe ee | = 
q 
4 


で 

Phenocryst | 

plagioclase quartz | biotite hornblende | hypersthene 4 

= = ig u = 5 

ny, =1.552~1.557 2V(—)n.d. ; 

3K (An46-~58=50) & < (TRE 

37| mm | O10 Anp’=26° ‘j 5 % henge 
(An=48) StetREye の を も の 少 い 4 

山 | (ioaiesene kes 大 き さ 07~> 
0.5~1.5mm 1.5mm ei 

ny =1.550~1.554 3 

前 |  (An44..49=-47) 4 
大 き さ 24mm, | ; 

le RRO RSE | * es a yas, i 
S59 る の 

高 Geena ere 3 
RR ; 

山 

3 

n,=1.555~1.559 ALALTZ® % FAR LAC 3 

ge} (An51 へ 59=55) | の 少量 。 終 泥 化 され 1 
40 E AS さ 1~2mm 人 て 新 鯉 の も x ’ 
| SUBEATE FER | 0.5mm の な い o 

山 | 借 か た 融 人 触 さ れ た も 大 さ 4 
DEN 3 1.5mm ‘ 
ny=1.552~1.556 極め て 稀 に | 殆 ん ど 全 く 3 

me | (Aud@~52=49) の み 認 あら | 終 泥 化 さ れ a 
ail 23 RODEO RETR a れる 。 た ぁ も の 少量 4 
大 き さ I~3mm き 大 き さ 4 

Ly 0.5~1mm | 1~1.5mm る 


he 43 [| “ i 


er te we yee = =469 


= VL SURO SBE ERT Su em 

v0 lL. 新庄 盆地 北部 金山 町 周 線 部 地 記 
a. BARU PEAK PE HARA LAKE, LUBE LL He LCA PAR 
地 と 境 す る が , TOMBE OD — MIC RINT 3 B= RI LL CORRE 
Rea OF T LIC EO CHER SL SREA HH RPYRE DEA CHET 2B 
下位 の 及 位 層 (Nozoki Formation) (c kot j Peo ZHAN Tee AL 
TS. COLAC L CHBOMPAM A & BHO BEAL AS 
COR BEATIC JIE IC AMC LR ORT) BE * BE BL, SO ESIC 
LK LE 2% OK IC LO CHAE HERA SALES S 
RIBS AE HUAGRIC ET % FLL HARD LH BABE L ALG eH eI 
WA > BCH 7 7th BFE DLC EM OA BAST MICHEL THOS, 


(Tab. 11) AHL O Se LIC HSE 
eg eee 
Groundmass Hr FH tS FE HP 
augite magnetite 


a RE 
殆 ん ど 人 全く | 自 形 北 卓 捧 | SvkRVAC pilotaxitic 宮 め て 優勢 を 上 丘 め る が そ を 
BELEN | の も の 少量 Marko. wen | BO CREE ORE 
PSS; ae. SS KO, RCN | ・ の 間 及 び 特に 上 限 附近 に 


eae 0.2 
i sat GAC Be DOVE RPE fe PTE 
ie tae | Laie 用 季 区 に 対 褒 し 
| BEBAKD & | microfelsitic 構造 I CH 
ecto る 。 WFC OW RICAD 
る 火山 岩 類 の 各 辞 に つい 
| 5 wearin ; て の 標 式 的 な 試料 に つい 
新鮮 の も の | MAIKO 4 | microfelsitic HEHE CHITA, 
殆 ん ど な | の な い Vo。 | 3 
NAG | b. 肉眼 的 題 微 鏡 的 観察 


CS) 
さま 燃 岩 流 又 は 集 塊 燃 府 と 

| a oe | EE CHL VEE RT a の 
量 * (第 九 表 , 31~33), 


a = = 
| : 62mm 上 記 一 群 の 火山 岩 類 は 
| 輝石 安山岩 類 に 属す る が 
LEAREYY | microfelsitic 構造 Zz DER AY AE EB 
ee | 九 表 に 示す 如く で ある 。 
TILE IC KLOCHRESM 


ZO Ice fa tl~ pe 


メー + 


170 AG Tha Yo OR ES 
CONE Ng te gute eg Ay ee 
Phenocryst 
plagioclase eee tO _augite olivine 
1,=1,561~1.564 QV (-)=72° 2V (-)2=57°, 58°2= | 
| a hes 58- | 
Oe 7 0.82mm | C< 々 AZ =350 こ 479 | 
| Eee YEO FSH MRO 4 OW\> | 大 き さ 0.5~1.5Smm 
n=1:561~1.563 I =n.d. 2V (+) = 54°~589° 
Nas Ke さ 2=65° 
Be ae 1.5~2mm | CAZ' =34°~440 "| 0 
(An62~64==63) Pi? OER Ke Sia oe 
matics inclusion に 富み と な い 
多く は 河 柴 され て いる 。 | | 
Ce sei aa QV(—)==61°~ | 2V/43}=56°,572=57° 
70°==66 CN ER I 
(An73~.8t=77) | 
大 き さ 0.6 へ 1.5mm | 大き さき 大 きき |S 
RAK, BEKO LO | OTM | CRRA EEE 
MAHI Dee 
nj = n.d. | 2V{+)=54°,56°,579 
天 き さ 0.701.5mm ==56° | 
hiatal BEE PIT hO x aes Oe a ie 
Fe GAs sae Rg | 
hi, Pee IE | glass structure を | 
| な する も の 特に 多い eo 
4 ; ‘ 
ny =1.565~1.573 | 2V(+) =44°~489as 
(An69~86==78) AGG FN Zor 
大 き さ 3~4mm, x Led る \ ee 3 
ane *, 3 ane し も Fes Be mm op EUC in WES | 
Kt BX, 半 百 形 。 
| ny =1.56701,574 ers | 2V(+) =53°~85°= 
7 | (An78~87=80 Ne co Leo Mud 
eon ae I~ 4mm ) 比較 的 良 AY, RES 1~1.5mm fe 
Sa oe | REL CHEE | Nypersthene 2. 
: SD 4 
ae. 2V (+) =56°, 58° FED % 
(An62~722-67) 57 AS £0.5~0.8 | の 訟 ん ど 
2V/ +) =86~90° > mm A he 
(An68~72==70), growth を な し じ , BE さら 
oN OR BEE, BAKO 4 OFF, age 0.2~0.5 
; 状 の る の Wo 5) 形 mm 
a PEALTAD % DR Chi QV (+) =46°~ 48° 
me 47°, 
gE % KOS = 05m 
eh ophitic DADS, 2s 
vi BEALS 8 OFA 


ん ど な い o 


i) 


aA pak 
Pe ae PORE rN 


Dah aed 
Ce ae 


= Groundmass 
magnetite 
BREIL TS eee 構造 , plagioclase Pee augite 
少量 , hiatal, @ : 
Kes ERO RED LO ie 8 | = 36°,40°44 
0-1~0.2mx1n | “Vr, Jerystic の も の 大 き So. 05~0. 1mm 
pers! =76°~80° ages pheno- 
(An57~64=61) crystic の も の " 
BEGRKD 4 Oy ] hyalopilitic #HE, plagioclase pyroxene 
sas き さ 多 環 品質 , hiatal, ee ee 大 き さ 0.07mm 位 
Se (An54~60=-57) micro-phenocrystic 
0.1~0.2mm 
eas Pphenocrystic の monoclinic 
の も の pyroxene 
| 2V(+)=n.d, 
EB AWE | intersertal~inter- oheh Som pigeonitic augite 
も の 極め あて 多量 | granular 構造 , (2V(+)= 36° 
大 き さ 僅か に hiatal で 比較 | Spe SERIA eS 
as 大 き さ 0. 1~0.2mm さ “大き さ 0.07~0.1 
0.05~0.1mm HOH HUME 1G ao las : 
PELL 7c TF tO intersertal~inter- plagioclase mien oe 
RBA TE\o granular 構造 ni = ESG0410565 augite~augite 
Hoc hiatal で 比較 ュー ト : QV (+) = 3400 442s 
ERAT : 39° Ke & 0.050 
° ( CIOL Na 
(An60~69==65) \°: ese WARILII IN 
RAK 
BEARD も の と | intersertal 構造 plagioclase な 
し て 生々 多量 , (doleritic 構造 ) i gde aagite~pigeonite 
& hiatal OMMBARO (Trcde—o7ecee) (2V(+)=28,292, 
0.1~0.5mm | plagioclase を 有する が 010 Anp’ Pere) clear Bie 
全体 と し て 極め て REAL (An66~702=68) 大 き さ 0.1~0.2mm 
の 石 基 より な る 。 KEE 0.3~0.8mm の も の あり oo 
自 形 小 北 品 状 の intersertal 構造 , plagioclase pigeonitic augite 
も の と し て 多量 ,| Hx hiatal OMABE 1p —1.56001.567 2V(+) =30°,32,° 
As さ 品 を 有する 粗 粒 石 基 よ (7An60 へ 73 二 67) (319 大 き さ 0.05 へ 02 
0.07~0.1mm | 0 な り , brown glass き さ 0. 07~0.3 : kes ov : 
DEBT Fo eae sam bere ees 
少 ieee 44° 46° DL ODO 
PEAIKO % O# | intersertal~inter plagioclase te 
る 認め る granular 構造 Se, 
va 2 0.1 #4 % hiatal な plagio- N= 1.559 ~1.562 (2 V(+)==46 
| に (An59~65==62) KS 2 0.1~0.5mm| 
0.2mm clase DPB DAS 2V(+)=78°~80° le TEL OM eS isin FR : 
ts, 粗 粒 の 石 基 o (An62~63=638) ; 
| 大 き さ 0.1~0.7mm 
5 x PEALIRO % | intersertal~inter— plagioclase augite 
の を ゃ も 認め る 。 | granular 構造 ni=1.558~1.561 2V(-+) =42~45== 
Aes 0.5~ | non—pophyritic で {(4n57~602-59) |44 Ke & 0.1003 


| #5 HALO 


2V(+)=74°~76° 
4(An55~572=56) 
(大 き さ 0.1~0.5mm 


mm 完 間 状 双 は 尊 
胃 


FE Nahe <¢ 
ry 28 


£172 : 。 SRR MM RES 
| HERO SORALE YERARD SOIR 
K | られ な ない o oa 認め ない o 
> ier phenocryst 
状 の も の あぁ あり) 
| 
n,;=1.563~1.566 EE Se Dai) 
vif) (An66~72=69) | られ な い 
A) 2V(+)=88°~90° (micro-phenocryst 
(An71~732=72), ; $ の 長 杜 状 の る の , | 
| 大 き さ 3~5mm 大 さき 0.2~0.4mm 
RARE 形 , ID Xo 
pn ,=1.561~1,565 
(An62~70=-66), ease a eons 
2V (+) =78°~86° a 
(An62 へ 68==65) 大 き さ x Aes 08 See ey ay Sau 
1~2mm corrode され た bide CH * De 
る の 多い 。 内 部 汚染 され 
CS 


HKD hiatal wRR AEE LTO calcic Labradorite % Ses 
SLAC HA FE He J RIC DO PGB IC A C# LOBE ALT 
Sie b BND LOCH 

(2) LUI E~ RL MISEICHRHE Tet BO (AH, 34 へ 36)。 
BO CRI GIC k SHER ERIC BL Cie. BEGERE 
Dia DK TR ARE & HORE EEL TS LOWMDSA, COMER 
7) YH a RU IS EaLO RA * EO RW APAIC L B RE FAD 
BS D4FICARBO ESRD 5S Pia Re PEE AK AO GA 7s BLS ICHEEL 
IDS HE & iB noe BIlSZBPEKWBO-BEL TAP ENAZLOCAS 
その 主 な も の に つい て 夫々 の 記載 は 第 表 に 示す 如く で ある 。 
i SR de 
AA HC herbie ELC RRTE L IL BAIR FY ERED SS RE Ly 
類 (第 十 一 表 37~41), 

何れ も その 共通 し た 将 質 と 層 準 と を 以 て 特徴 づけ られ た 一 狐 の 火山 岩 で 
HEC UMS ERR IC HS CILS OF SI OBA £ OPM ANIC k DICKS 
山容 を 呈す る 小山 体 を 構成 する も の が 多い 。 —HBULL RL BOM & Fb 
A 
OPIATE RA & Gh S fh は 有色 鉄 物 及 び 石 英 医 品 を ALOE 
CHS. 
®LHEA Ik calcic andesine~sodic labradorite -c—#x Ic BBE HERE EDIE 
不良 の 長 柱 状 自 形 の も の が 多い 。 AS ATLAS L (AREER, 角 関 
石 で 何れ も 新 強 な も の は 稀 CHS. HAIL microfelsitic MOO, 
glassy の も の , 時 に は pilotaxitic~trachytic 構造 を 帯び る も の が あ Ze 
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BEELIKD 4 DO} | intersertal~inter plagioclase monoclinic 


ae se 
Pos = S| ER a. n,=1.561~1.565 Pytoxene 


0.1~0.3mm nonhiatal Chg 4 LAT 
2V(+)=84n.88° J RUS 26°~30° 
(ANG? 7169) 大 き さ 0.1 へ 0.2mm 


(An66~702=68) lager 
KES 0.1 へ ~0.3mm の 小 桂 状 良 自 形 


wig な する を ゃ の EN plagioclase pigeonitic 
0.1~0.3min | plagioclase © pad bey veer (BVi ty a ae 3° 
io 2V(-+) =80°~82° は 2 +) Ome 
(An63~65=-64) [DEER 大 き さ ON 
大 き さ O1N0.2mm.~0-3mM RABe | 
Pte 7c t 4 | intersertal~inter— plagioclase augite 
殆 ん ど な い o granular 構造 , 2V( +\=44°,469489 
#4 hiatal as ory (lee geo OE 
Tse EE Ste | \WANS7~62=60) G50 NS 0.084 
2V(-+) =76°~78° eek 


石 基 は , 1 eg Reks (An57~622=60) AS FER, 新 鯉 の Loy 
大 き さ 0.1~0.3mm “Ss 

安山岩 質 火 山 岩 類 の 優勢 な 本 地域 区 に 於 て る , と れ ら の も ゃ の に よ ょ つて 人 氏 

RAN ASA MER 4) BF AH MAO KAA 認め られ る こと 

LEA ARD SMR ICM S LMROHRL LCHH ANS. 


2. 新庄 盆地 南部 肘 折 (Hiiiori), Sit (Tominami), 
延 澤 (Nobesawa) thE 

of EE HEALER IC IA Se UBB AE AKL EPR EL 
; 構成 され て に る の aT Gal i ae ZORA 周 絞 部 CLARA RKEELO 
AR OHI ILL DPR PRA ABI (Tsunokawa), 中 沢川 ) BER, =IR 
JPEG A BL BEL RIT OA CHAMBER EL TILT ME Bee 
 AICMEET SRE EK IU AAS CRUIC RO CHLV EE RL CHE OD, 
iE ~Fi B eH Bae Rae t OMIICRREL TIS. EDEREDICO 
いて 岩 質 的 特徴 を あげ れ ば 第 十 三 表 (53~54) の 如く で ある 。 

ate LOOHWNA4EI, 中 小屋 , FRU be sept “FC aie LIE 

FAI 2 TEE DO BSA DG ILS BSI BG AK 8 Ts BE PIC Dt DRE G 

viet es hot) Z fis VE AIC EDEL CH 5. ba MICO TALE 
FARE G Ik calic oligoclase~sodic andesine (Chi 2 , 


3 F¢LCSWSlCHAB ARAL (ISAO SAE 
す 粗 料率 武 岩 類 (第 十 二 表 ,42~52)。 

Sr EZR HL EB ee AMR EIN, EL (Semi) 間 の 長尾 附近 及び その 北方 休 
42 (Yasumiba 或 は Yasunba), 山屋 , RES INUEIC A CRICHA Bic i 
EARL, (INS SLU PRO BIE AA FICHE AAI CISC AR 7 
Hii 10~30 米 , 延長 200 KAM KTS HOME KN CHS. 
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@ + = & (Tab 13) 


Phenocryst | 
| Groundmass 
plag‘oclase quartz | magnetite | 
n,;=1.543~1.544; corroded | SERIE | glassv Re 
A | (An31~33==32), form の も | 04008! "構造 , HaRe 
|53 gg | 2V()=81°~ 88% | OOH | 大 き さ 
82°(~An30), KSA) HK s&s SF ; 0.3mm 
田 ieee EER SERe | 1~2mm 
ど 認 め な い o 
n=1.544~1.545 PEAK % | micro felsitic ste 
& | (An32~34==33), a Fare a6 | f§% fluidal tex. を 帯 
BA 2V(— +84 (=An33) Ni め な い 6 び plagioclase の 微 卓 が 
(00 に 大き ささ 7 0.6mm 発達 すす る 。 silica mimera 
it Bi C> BOMBER, 及び magnetite の 微粒 
TREAT REE FE SEB ) | 多い 。 


TLD % DEE IC ACR EB IA aeK HEI DG O- HOP HR EB A I PEC BST 
も 刻々 上 位 層 下部 の 硬質 板 状 拍 岩 中 に 同じ く 放 入 岩 床 と し て 認 ら れ , そ 
の 産 状 分 布 及び 岩 質 上 一 加 の 連 上 疫 を 以 て 現 出 する る も の で ある 。 こ と れ ら の る も 
OO, 陸 穏 線 瀬 見 温泉 西北 方 小国 川 流 溢 長尾 附近 の る ゃ の に つい て は , 演 
て 典型 的 な ドレ ライ ト と し て 記載 され リ , 更に 最近 と に な つて 今田 正 氏 2 に 
LD AEH AAD T ORD REA ARASH IC SATANIC b DBE TB 
KLTHSCERMNTWHS. WED Hee eR EPMO EE HH LAR RIC 
ILS FRACS BA HRD PRICOM CHE FHS LOORECS 
る が , 少く と る 金山 層 よ sens Hie} (Kusanagi Formation, $k 
Bla <i) 2 © ASIA 7234 FAR RO MCRG SED KY IEHO Hoo 


BIND ED, ES AED AOR AED KUED —BEL THE 


らち れ る 点 で 注目 され る も る も の で ある 。 (KE) 


) 杉 健一 , Note on the occurrence of zoned pigeonitic augite in the 
dolerite from Semi, near Shinj6, Uzen., Jour. Geol. Sci. Japan, 
Vol 44, No. 522, 1937. 


2) SH TEs STEER RH AIC RES DBA PRBICHEYC, JHE, 35 & 1-2, 
ABA 26 年 。 


Mee rere ert die moe an 
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Wes eee ee ey ae 


ee AR ee Gl es ho he ee ae 
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NT | 


A 塞 報 xX soe 175 


BUAWOSBABUMHRER 
-Petrological studies of Esan Volcano . 
> 田 jE (Tadashi Konda) 
Tl. 緒 ts 
AUDA LACHER PPS UIC EL BRE TEL O 8 } SIR 
CHS. HOMUIpKIWICRY Cle, 古く 大 日 方 順 三 , り BPRB=? OFF 


BES » ROEDARKES (eRe) OB EMIEASD So, 然し 昭和 
204F 8 FE ORERRIC BE SICORI WIC A, DHL K red 4A SEH HC DO 


“Till 


Pe, FED THVT IE So Peg 筆者 は 終戦 後 昭和 21 年 より 本 火山 


の 地質 学 的 並 に 岩石 学 的 研究 を 行い , 本 火山 を 構成 する 石英 複 輝 石 安 山 音 
を 。 邦人 火山 系 に 於 ける 岩石 学 的 特徴 の 一 端 と し て 観る 事 に 王 有 眼 を 置い て 
来 た を 9 その 三 三 は 人 棄 に 報告 "した が , BLL ICR Ee BL, Bic Mic 
まとめ , その 結果 を 発表 すえ る 次 第 で ある 。 ~ 

IIL DOPAC IS, 北大 石川 教 投 , AEE D Bi WM 7eg syne 
思い に , 心から 感謝 の 意 を 表す る 


te Pee 
MUPKIUORUE It, HHSC LOMRANS LOC, Be teckel 


ee oe, WEN een ee 
は , BHRD CHAZ PRMYA, DRE RRARABORBEELL, Hen 


ICS BOS L that ha & ire FS 0 人 告 紫 の 上 に 直接 不 整 全 PIC A LL i BE 
 SHEPAL TOS. 


PORE > GRAD MAHA He Bl, RAOPALIEO PBC 


当る と 推定 され る る の で , HWROMPRKIC SEA AMOS, Bl b Hyd 

岩 , ASMA RRKS, Vea, RE KAS PRBS Hid, その 上 に 

ReB es, BAA ADS Mies & PEL, COOKO BBE ATS. WIC 

HOC? JER, BRA, EYRLKOWSBOTBASHERRL THOS, bio 
Te (WERE GH B35 GH 6 HAAN 26 412 月 


1) KAI ABBA 地学 雄 誌 Vol. 23 (1911) p399—407 
2) 田中 館 秀 三 -—eeBOKUBRE AWA Vol. 25 (1918) P303—304 
3) 


PERL :—AS Lk LUBE TE OO LEK AAAS a 
Vol. 10. (1933) 

A) (EPR RAR A bbs Msg Vol. 34 (1922) P291 

5) SE TRUK HWP RIERE Vol. 54.(1947) P111 及び 恵山 火山 の 
BRB WICH YC, 日 本 地質 学会 札 幌 表 部 会 = ュー ス 4% (1947) 

( KEBAB IC Cre 
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ho (KAO BL OR RIC PLM ESET CHHST SES, そ - 
の 構造 地質 時 代 に 就 い て は , 今後 売 分 検討 し な けれ ば な ら た な いし が, EBS 
北海 道 西南 部 の 訓 疾 流 上 部 に 当る も の で ある ろ る 3 う 。 
IIIS hy aaa 

HK Wit, 現在 人 千 硫 気 , 噴煙 の 絶 を な い 活 火山 で ある 。 火 山形 態 は 二 
重 式 成 計 火山 に 属し , 上 且 寄 生 火 山 を 企 う る の で ある 。 基 の 生成 を 順序 に 従 
い 逃 べ る と 次 の 如く で ある 。 

; 1. 初期 爆発 


j 
1 


A 


2. Wha LL AEH 

3. 第 二 期 爆 裂 ( 旧 火 口 形成 , BLL HE BD) 5 
4. ADK LIST, ABLE eH a 
5. HL AANA 
6. Hak Rete SCH CARL A re FZ) | 
7. B= WE (PORK DPA A DOR) ] 
8. 恵山 泥 流 流出 : 

即ち 火山 活動 は 最初 小 爆発 に 始ま り , BRR RUA IH CRIA 


#12 


a a en 


4 
i 
4 
‘ 
on 
— : 
oo°o net 
=~ ee: 
) HOUHYNS, LOAM AICM oh SALMO KENCY 0, BEER A 


少 で ある の で 地質 図 に は 省略 し た o 


, 


BOOK WEE) & FSF WHY L Fe BIC, 外 答 山 必 岩 (BERIT LS) MEER IC 


REG BK IC A, 0 yaiii Fe. その 後 活動 休止 期 を 経て , WHERE Gv, 
南方 に 開く 大 な る 則 火 口 を 形成 し た 。 谷 此 の 爆発 の 際 に , KIN AR, JK LY 
KLE (SOON BELLE) HLL Ae SR Lb Hn Be FKL eo IED 
eit, 厚 さ 最大 45 KOKO UICS AT 3 HEC RA TLIC 
を 呈し , 堆積 状態 ゃ 噴出 様式 が よく 観察 され る 。 即 ち 下 部 18 KiCIeORE 
Ss #18. A HRW RBICkLD HEN, を の 上 に 
999' FINKE BARA RW AED KIUAR, 火山 磁 示 
Wore ate 厚 さ 最小 5 MORE RL CHL, 其 中 に 
Ex \GERDIK WIRE PEL TCHS 6 SEE. 

KB) は , EE LD OREBEOK IC BERL, 
らく 。, BKIC H Sa RRUICILE LTE 


pee me 
状 を 形成 し た と 考察 され る 。 


PSS] ex mae UO RAISE MS (QB ee 


山 岩 ) が 流出 し 地質 図 に 示す 様 に , 根田 内 , 


Zl RA, ULI TIC PR IC PLR LHe 
pha Ljoees OM REE HD CHATS. LOMA | 
時 に 流出 し た る の で な く , BA AICRRKIC | 
[|  |* ae 選 り 海流 を 行い , 河 炎 活動 力 を 減少 し , Be 
RE , に 同 岩 質 燃 娠 より 成る 中 央 火口 語 を 形成 し 
現在 観 ら れる 火山 形態 を 一 応 完 了 し た 。 
RE 其 の 後 再び 爆発 を 行い 中 央 火口 正 西 頑 に 
re 爆裂 火口 FEROMEDOK AE BK L Fe. ILD ERISICIE 
5 a 5 HoH Ath IADK BICHEL, {RIC “FED 
SS 河床 ,, と 芸 わ れ て いる 。 BILOBA 


き 量 的 に は 少 い が 貞 山 泥 流 を 流出 し て いる 。 

DIE AS BEL Ky AE RT OTE EACH SAS, AKL FIC ch Pe LL LIC Be 
40K E LORI, FUCA (ERP E IU) PIES 2. LED 
寄生 火山 を 考察 する と , IKA, 中 央 火口 丘 , HOPMORBWKA, BRO 
海 向 山 円 順 丘 は 崇 西 北西 線上 に 名 列 を 示す 。 即 ち 此 の 西北 西方 向 線 は 本 火 
出 の 一 つの 比 線 で あつ て , 上 武山 火山 は 此 の 火山 構造 線 に 深い 度々 活動 を 線 
返し た を る の と 思わ れる 。 二 寄生 火山 の 成 生 時 明 は 断言 出来 な で ト が , 4 OR 
ES 3 pe 
岩 浴 流 後 形成 され た も ゃ の で あろ 


1) 28 枚 数 えら れる 。 


H 完 8 x 7-2 


ots 


\ 
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VS 4 記載 - 
(4) SMBUS: 一 外観 放 色 乃至 帯 神 青 放 色 を 時 す 。 鏡 下 に 於 いて は , 
例 炊 岩 均 質 な 岩 質 を 示す 。 本 必 岩 中 北東 部 即ち 恵山 岬 方 面 の 炊 岩 に は , 屋 
EGA EATS. RERVUAREOR ROO BER OKSO 
FEWER FROM CHB. 
Ping LL eae 
DEAS FEA? An76, An73, An63, An71, An68, An71, An68, 
An76; An75, An63, An64, An63, An60, 
Sear (—)2v=65°, 57°, 56°, 64°, 68°, 
SB (+)2v=65°, 64°, 66°, 
BES BE 
MERE (+)2v—51°, 54°, 
HO RERE 7 VANE, BiG GK 


1 民 石 An78. An76. An73. An71. 
SERRE (—)2v =64°, 
‘ ari Hig (+)2v =56°, 55°, 53°, 55°, 
(=) SUL BOSTe OOK 
MRM ZLOEVDAEILHDLOSECH ), PRR AKICHE RE 


で , SHMmIUM a CRS SAS, SRA EUEIASLAS & D Ha Ine 


WBMES So Hines & OPEL, MKS BTS ACH S. LOK 
Wee (Atle ite & ihc ak & DACSHIC RO BER AICS fae 
Dei IKHAUD AICHE D Ih PRK Be CE BE & LC OPER FRO 


為 詳細 な 方 向 測定 を 行え ば , 所 調 ドー ム の 発育 状態 を 解析 する 事 が 可能 で 


6425. 

RICHHAORCH OD, HUA POLO RBI Beech RO 
ARTA TRL CHIN 3. WRIT IC ARE MARIC SOA 
光石 安山岩 で ある 。 石英 は 科 1 畑 乃 至 LRA CHAPIERAICS Spe x 
普通 燃 石 の 微粒 より 成る 反応 締 を 伴う 。 特 に 上 恵山 妖 内 に は 包 庫 岩合 まれ 
4, LOPBEA ILEANA A 7 AF YTHBE RL, MERAH ES 
Ka aa@ BoD EMG HOCH OS. RL AR Id lh IAEA iro R ay 
[Hy % Wiig LC REAR IC BL So 


HAD GANG CBOWE, 潜 品 質 , 結晶 質 等 種々 の も の が ある 。 WOH 


1) Pras AO 
2) FRALSMRAN ANAC L 0 HE 


f 
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BID BAU L UK AMID LO, RAH KRDO LO LDS. 


CPE DUA LTA, RADA ShiiC Rt, GE 


は 石英 , BRA, BOBO Bee b ORD. ASICS LV, Ieicst 


LIMIT) ARS BS CES DERE TS. HBC He 
KE AE HT CL EE MEE CD 3. GLO CIEE 
BPS GALIC fe SED 8 BO ti, BEAL ORL OAM 


Cite CH A, S—-FEL CHIE RT ERXOM CA, 
BEL 


RL fe 7% An68, An72, An66, An71, An78, An75, An71, An64, ~ 3 


A63, An62, An76. te 
SegeBE Gy (—) 2v=58°, 69°, 56°, 70°, 54°, 68°, 60°, 70°, 62°, 
. 65°, 69°, 56°, 68°, 52°. . 
SHEE (+) 2v=62°, 60°, 56°. 
BEL 
RL fF 7% An387 An35 An37 An39, 
SRARPRG (—) 2v=57°, 55°. 
SeieeG (+) 2v=—46°, 50°, 44°. 
クリ スト バル 石 』 BOS. 
DE eh LI 
el f 4% An75, An76, An65, An65, An70, An71, An70. 4 
wegewer (—) 2v=68°, 70°, 68°, 72°, 69°, 62°, 71° 68°, «=1.7 
06 ~1.707 
BEBE (+) 2v=—60°, 58°, a—1.704 
右 英 , WEEKS, 
以上 の 測 室 値 を 吟味 する と , 次 の 様 な 傾向 が 認め られ る 。 即 ち 班 品 鉄 物 
に 二 種 ( 或 は 二 型 ) あつ て , FO —DIAMELED BE SL IC HL CHEE 
AT. 2 (LARA LOBE Clk (一 ) 2v=68~70°? -CHEA IE (—) 2v 
=55° ~ 60° OfGk RT. PLB LChHhic (—) 2v=68°~70° Ox 
RELA DS (P-TE LHL DETR ABI LS. BU BRA, BRA Ee REL 
且 オ ペ サ イト 化 が 著しい 点 で ある 。 価 身 民 石 に も 同様 の 性 質 が 認め られ る 
HU DBEELE LC An68~An78 成分 の 塩基 性 で , OAS < aRGIRRLE 
石 と , An60~An65 の 酸性 に し て , BHEGREACHS 4, MAAS 
の 終 長 石 に 成分 上 及び 形態 上 極め て 類似 する 。 佑 普通 交 石 に は 和美 じ 差 達 
が 認め られ ない ぃ し 。 
(>) 寄生 火山 円 頂 語 


/ 
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EE COMMITEE ICIS 2. GEE LC, BHA, SRRRBIG 
PRM ALeS, 右 基 は 結 品 質 で , BRA, Bahia, AHA, 砂鉄 鉱 
DPVAPANGLO RS, BHORMGRUACH 4. 

V 特に 含 石 英 複 煙 石 安山岩 に 就 い て 

憲 山 火山 の 岩石 学 的 考察 を 行 IC HRA OME CHEN IC A ENS 
BARA Li aise b BIC RDS. HO RROA MAM is Sanh 
BAL Ge EBD REI SN 


74 
x OK 


OF 


Juauisads) H 


wb wr 


0 1 EN 


Quart; (vot gp ) 


OU ede a 
Quarty (Vol %) 


asvyaoibvid 


質 を 吟味 する 上 に 重要 な 事柄 と 思 
われ る 。 筐 者 は 恵山 火山 の 石英 に 就 
いて 次 の 只 味 を 試み た 。 

含 石英 複 弄 石 安山岩 は 前 述 の 如く 
石英 斑 品 を 除け ば 普通 の 複 交 石 安 山 

岩 に 岩 質 類 似 し , 石英 安山岩 質 の 酸 
AMEICA DR SAME RAE. fh 
BRA (Chines) it SiO, 
=58.16% CR ARE HEE La ( 
LU tts) Ik SiO=61.949% で , EERE 
EBICK WT 3.779%, の 差違 が 認め ら 
れる 更に 石英 と 他 の 斑 品 鉱物 と の 國 


40 


ai 
x 


w 

© 
x 

xX 
x 
x 


re 
Quarts. (Wl%) 


第 2 図 AL hOB ¢ ORBAN 
測定 は 積算 台 を 使用 。 測定 試料 は , TELUS ERO Sse 
石 安 出 岩 に 就 い て 出来 る だ け 均 等 な 分 布 間隔 を 示す 様 な 地点 より 探 つ た 。 
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REED 3%, 量 比 の 測定 を 行い 第 2 図 に 示す 結果 を 得 た 。 < 
第 2 図 より 石英 の 多い 場合 は , WRMGICHARA, SHMGICSL OO 
SAROD VBA REE, SRA ASEL CHIL, SEE IC SL 
傾向 が 認 BH 5 IVS. EDS ASHE CIS RICH ZLRWAS, 

et ne ie 


右 が 過少 に 示さ れ て いる % ゃ の と A Fm ee dpa Sea 
(FILEEELO AICINT SLO BRAK AMINES Lb HEDIS LH BINS 
以上 構成 鉱物 の 光学 前 性 質 及 び 斑 品 録 物 の 量 的 消長 関係 , HEED (LAERE 
(SiO2), MELE OVER & MER & OBIRASIC EEV-CIABEL, 石英 の 在り 方 

に 就 い て 考察 し た も の で ある 。 要 約 す る と 次 の 事 が 云い 得 ょ う 。 

(A) 斑 品 石英 は 第 2 図 に 示す 様 に 他 の 斑 向 鉱物 と 密接 な 消長 関係 を 示す 。 
EDS ARDS ST SIC HE ORLA A REE Io 8 L SSB a Bhs Zo! 
HEOARE IZ AORIC REALS. HBC AYED AA ASHE TIC FE BRE L 
EIB 6 Ho BRO MIR BUS EIRO RARE L Te DUS Re Te AREOBME) 
DME DBE GID sh EH IC Ree Se BBE te HSE RRR MT ICBO LBS 
NS. ARD AMASE (CHE OIE BER LL COABIAIARL, BYETIGSEL % 
PREECE, FAICHL (RESIS ID ZRICK ZLB bNS. 

THRICABSLK I RIC Cb, BERRA HRP L LO, 2 RIC BE 
億 が 美しく 現れ る 。 此 の 特性 の —ia aSBtRE ERY IC MBANS, BD 
戸 る 班 品 石英 は 此 の フル ム 富 英 値 の 発生 的 役割 を 持ち 上 陸 潤 火 消滅 する の は , 
Feiih L 7c ERE ABS AEINC AZ BEE RT ADL #2bn2, 

(B) PERO, TAMAS ART 22, fi] BEPC ll ato 
DIB HET So BSR AIC ITER EG (An68~An78) と 酸性 
Bide (An60~An65), “RAP BIG IC oe GIG )2v =68°~70°) と 
FREER ((—)2v=55°~60°) CHA, HNIC AR ORERS MOREE 
考察 し , 共存 関係 を 求め る と 次 の 様 に な る 。 

D HARARE, AGAR, Toma 
@ MERA, see, Pei) 
DARA KAO EM PHADO ER SDMIIORENT RICKS LfRan, 
OIE NLA MRL C5 lhe sz THULE Liana, WLHICMLA 
FEO AnH ASHLAICESZOCH SA, PHAOPICAV THO RR, 及び 大 
Mean (FE 120E) EL CHET SAL ODOR L et fans, 
PASE ELOTAZEIC ISA BARC AB SNE O AR Lf HEAUICH 
記し じ て で 感謝 の 意 を 表す る 。 
1) FARR AICI BRAK ORAOH CRD BILD ONT gies ce 


OKRA HAC RK CBD ADA L, (ORI © & eae 
a OED RAE Beet: 


ees 
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Lavas of Iwo Island, Kayoshima Prefecture. 
松 本 WE BR (Hatao Matsumoto) 


RO i BITE b, PIT BAIC RL, ARMOR 
PRRITAT, FEF OPER CFPC HE EIC ® D PERI AN EPRI EEE OE 
BMKETZOGC, 此 の 名 が ある が , 圭 億 俊 寛 等 が 流罪 に 処せ られ を 所 調 指 
界 ヶ 島 で あり , 鹿児島 か ら 宏 期 船 に 依り , 約 光 時 間 を 要する ,。 

Pw AT BeKIC, MRL MO AN SARA CH SBR AW 
を 形成 し て いる もの で あり , ANF A 
_ (340m) WLU Hae 2k, 及び 平家 , 城 の 合 地 (100>120m) 及び 
PRK RE LCE HA Si Be ie (782m) AGRE 2 1G eas tO D4 
東方 約 3 FOMEIC LARA, HRTEM IC RD AED ZeHO ROSE (26m) 
BHO), IAWOKUWACH 2 REI ILBIU HY OB ORE NAB BHD 
処 が 少な く な が, DOLLS THC MOPAR SSH, Vee 
a CQ WHS SBMS], MER AIS, 山形 は ト ョ イデ 式 で ある 

普通 の 成 計 火山 で あり , RAN > RItRO RICH BREE — POR CEES 
es KURO INGE HO CHD, HAW BRAB, PRA AO 

BAL OROCHS (81 MAR) 

& 1 図 RMBREROWSBMAM 


Ripe KEHOE ene ee 


plagioclase, olivine, pyroxene EE AICPA BACH D, Aye 


intergranular texture. % 7 L, augite, magnetite, plagioclase, (An.60~ 


Sige satel SHS 35 AG oS 6 GR HA 26 年 12 月 
) Jap. Jour. Geol. Geog., Vol 19, 1943 


_ Bri a 
SE ee ee 


J my \ : ; j 
72%) &O glass k ) bk ) HEF ik plagioclase, hypersthene. augite- olivine 


より 成り , hypersthene augite olivine basaltic andesite LBA GH 
る 岩石 で ある 。 plagioclase は An.70~82% の bytownite で あり , 自 形 
及 は 年 自 形 で 存じ 双 唱 は カー ルス バド , アル ベイ ト 双 品 最 る 多 KN 
APMAZICRE, 時 に ペリ クリ ン 双 品 を る 認め る 。1.90x1.42 へ 0.04 x 


0.03" 位 で あり , zonal structure は 大 型 の 結語 で は 良好 で ある 。 olivine - 
は 0.78 x0.69~0,18 x 0.10 DALERANCIFL, 周辺 部 は hypersthene ~ 


の 集合 に 依り , 取り 囲ま れ て いる 。 (第 2 図 )' ; 
hypersthene は 自 形 及 び 御 自 形 に て 存 し , .0.54x ~ 第 2 


0.29~0.08x 0.07" CHD, BIBRA BIC RE FEET tie,” 
し , 4f4tklk x= pale brownish yellow, z= ・ 

pale green で あり , magnetite Df 裏 物 を 存 す 
a ! | 
augite AFAVROABCSH ), 僅か に 多 色 
性 を 示す も の が あり 0.37x0.29~0.03 x 0.01mm 
で ある 。 泥 妖 岩 は 量 礼 色 の 放 質 の 歌 弱 な 燃 岩 で , HS 

thiyc AWAD PARI SLO PRE ROR BE Hy: Hypersthene 
xenolith EL CBA CWS, Bld plagioclase Mt : magnetite 
augite hypersthene 及び 少量 の apatite. magnetite. tridymite より 成 
る augite hypersthene hyalo andesite で ある 。 plagioclase は 自 形 及 


び 生 自 形 で 1.07x0.68~0.08 «0.05 9 ニール スバ ボド 双 品 , カー ルス ボリ 


アル バイ ト 双 品 を な し , Zonal structure を 量 する 。An.52-639。 の 成分 
で ある labradorite で あり , vitrify され , NR zonal structure IC7#F¥H 
magnetite. glass DAYS k Owe AWE CELE AA, hypersthene は 
0.49.x0.10~0.18 x 0.07" で , 生 自 形 若 く は 自 形 で あり , YPAIL AE DS, BE 


は 林 く 光 を 欠い て いる 。 多 色 性 は X=pale reddish yellow. Y=Brownish 
} yellow Z=pale green で ある 。 augite 444A, 他 形 で あり , 0.60x0. 


52~0.09 x 0.04mm で で 存 し , magnetite: apatite &#A CHS, plagioclase 
に 取り 囲ま れ て 行 す る も る もの る も, 中 に は 認め られ る 。 (第 3 図 ) apatite tA 
形 柱状 で 0.05 x 0.007" 位 で ある 。 石 基 は volcanic ash. glass. plagioclase 
(An46~50°%). augite. hypersthene. magnetite より 成り ; fluidal texture 
RETA. MOI As SAE ts Cp 7s plagioclase % PYAR 
(i) BBO HK SA CBE PCH ICKMMSD glass より 成る 石 基 より 出来 
Che 0, DERAISIEM ICY iv augite bearing hypersthene andesite で 
4, BEAD plagioclase は 2.81 x 1.08~0.11x0.07"™ cc, 自 形 叉 は 年 


4 


184 2 BMD KES BR 


Hjecifl, zonal structure は 稀 で あり , H-M AN ET WA4 BSA 
カー ルス バド 双 品 を 早 す る 。 成 分 な An48~58% で あり , Andesine よ : ; 
» labradorite に 相当 する 。hypersthene は 年 自 形 , 自 形 で あり , 多 色 
性 は 強い 。 X=greenish brown. Y-=greenish 


INNS 


yellow. Z=yellowish green, apatite は 非常 に 少 
0, SABI CEL BAAR CHS, apatite は 
plagioclase © lc PRE) +L CABIC CHT A. 
石 基 は 微細 な hyalopilitic texture を な し , 大 部 
分 は glass より 成り plagioclase 及び pyroxene 
の belonites 或 は skeleton crystal と し て 存する 。 
AH 7 TRO RCH [d PYIRENIC RE ROR & DLC 
D HR RR ABEX Ts TS. hyalopilitic 
texture % 7eL, Alt glass, augite, hy 
ebb Bensioclase persthene, plagioclase k pw 0, 斑 品 は pl 
Au: Augite ae 
AP: Apatite agioclase olivine 及び 少量 の hypersthene, au- 
Mt: Magnetite tgie より 成る augite. hypersthene bearing 
‘olivine andesite で ある 。 plagioclase は An.71~83°% © bytownite で 
#0, zonal structure は 良く 発達 じ て 居 り , アル ベ バイト 双 上 品 , カー ルス 
バド アル ベイト 双 品 が 普通 で あ る 。 olivnine は 0.78x0.52~0.16x0.0 
9mm DORETEREKC, + OBAIC Ot Hf© chrysotile iddingsite cz 
化し て 居る 。 hyersthene は 邊 自 形 叉 は 他 形 で 存じ し, SPL, X= 
pale yellowish brown, Z=pale yellowish green 周辺 部 が augite の 
微 唱 ょ り 成 つて に る も る の を 認め る 。 (第 4B) 

第 4 図 0.96x 0.51~0.24 x0.14mm 肉 外 で あり BERR IGAEZR 
RCHS. MAOH SO is HE HA BOE © At 
CARKABILPEOKA CHS 0, その druse に は cr- 
istodalite. tridymite. hematite の 徴 唱 を よく 存 「 
する ろ る 。 cristobalite は 百 色 不 透明 に 肉眼 で は 見 える), 
基 の 屈折 率 は 1.486>e>1.484-cH ), tridymite 


Hy «Hypersthene = <a4<1.470 CHS, SF CH SICMAOE DER <, 
Bu pugiye plagioclase, hypersthene, augite, magnetite, 
apatite より 成る augite hypersthene glassy andesite GHZ, pl- 
agioclase (KEIRA TIC C 0.81 x 9.26~9.50 x 0.19" Aye, Wika 
EM MARE LUGS 0, Au.53~80% の labradorite で ある 。 


(ke AER IC AIR Cit hl, FLOM prseit 1.469 
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hypersthene は 和正 形 柱 RCE PEL PREC S 0 X=pale reddish brown, . 
Z=pale yellowish green を 呈し , 1.28x0.08~0.17 x 0.05"™" AUYE-GiFE 
する 。 TK, WLI eA LUO eet ni =1.697. nz=1.702 2V 
=59°~63° で あぁ る 。 Augite は 自 形 叉 は 邊 自 形 で あぁ あり, 1.715>n,>1.713 
で ある 。 Apatite は 淡 終 色 の 柱状 自 形 で 存じ し 0.12x0.04mm で ある 。 
tridymite, cristobalite は 石 基 中 の 和 孔 隙 に 度々 見 出さ れる 。 (第 5 M) 
化学 的 性 質 以上 の 各種 燃 岩 の 夫々 の 化学 
Sy PTE IL ICR Xe, RETRO 
DOP LIEE A ORSUEE E(k SED EL 
fl, FAPIBESE EDL LURE DIE CH SB 
之 を 通 筑 し 直ちに 気付 く 顕 等 な 事実 は 燈 岩 の 
化学 的 性 質 が olivine を 含む 矢 秒 岳 , RN 
TREO Jhb Si0,%51~55% の も の 
&, fi olivine + BtvnIeRs, WotR 


Tr. : Tridymite 


ma HAAlnSH ADM 56 Si0:9% 7004~67- Cu. : Cr:stobalite 
0 の る の と の 二 導 に 分 れる 事 で あ bz その 中 間 pl. : Plagioclase 
の Si0,% DIED UTELE VE CH % Mt : Magnetite ° 


日 本 全体 の 火山 岩 と 比較 し た る 場合 り SiO26 に 比べ て A1203% Diggeh te 


第 -R GMM AO LP em 
CL toe 2 ee 村 硬 | 昭和 商人 
x B Ye 岩 yt =| WA 震 yea 内 
SieO, | 51.46 66.73 66.99 55.04 64.51 
TiO» O93 EP 20.51 0.31 0.80 0.24 
A1,05 17.45 14.62 13.90 14.60 16.25 
TOs 3.96 1.37 1.99 3.21 1.73 
FeO 6.89 2.70 3.37 6.37 3.29 
MnO- ON ER OS 0.09 0.22 O42 
MgO - 4.26 1.41 1.06 5.91 2.33 
CaO 10.14 3.47 4.45 9.13 5.42 
Na,O 2.26 "3.41 3.49 1.76 3.41 
4 ites 28) 0.92 2.56 1.82 0.41 1.66 
H-O(-+) 1.00 1.99 1.19 1.13 0.54 
H,O(—) 0.70 0.87 1.10 0.81 0.25 
P,O5 0.26 0.26 0.31 0.34 0.19 
Total | 100.04 100.05 100.07 99.82 99.94 


1) Yamada, S., On “the average chemical ¢omposition of some 


types of Japanese effusiverocks: Jour. Geol. Sci. Japan, 37, 1,1930 
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186 BAR MMR wh 
; = 
| leg Ss i Fea es 7 le 
RRs eh namie Ricker ORS Fee Peace ee 8 
{ Vr, + bs = eee | Se | ee 
店 a a je pee tet oi Ee ES vie By Ht AA ites 
Ape eae bie PORE A ee ay | Be 
Q. 8.40 26.58 28.38 13.80 29.26 
Or. 3.34 15.01 10.56 BPD 9.45 
Ab. 18.86 28.82 29.34 14.67 98.82 
An. 25.86 16.40 16.96 30.86 24.46 
ae sa 0.20 a oS > 
Di. 13.14 = 3.43 9.71 1.14 
Hy. 10.95 6.67 5.49 18.27 9.59 
Mt. 5.57 2.09 2.78 4.64 2.55: 
i. 1.67 0.91 0.61 1.42 0.46 
Ap. 0.34 0.34 0.67 1.01 0-34 
Or. 6 25 18 5 15 
Ab. 33 48 52 31 |. 46 
“An. 61 oF 30 64 39 
Wo. 23 0 $7, 18 5 
En. 44 52 30 53 54 
Fs. 33 48 53 2 41 
Q. 38 74 75 32 63 
Fo. 34 13 9 42 20 
Fa. 28 13 16 26 17 
Q. 9 28 30 15 23 
Fe 64 64 60 53 | 66 
Py. 27 8 10 32 11 
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ーー Dalys world average line of volcanic rocks 
x Yahazudake lava AMud lava (Kikai lava) 


(> Yuddake lava 


@ ShowaYudsima lava 


~@Inamuragadake lava 


CX total FeO% BAH 
Wi mICH DO, ZICRULT 
MgO% に 高い 価 を 示し て 
いる 。 SiO251~559% の も の 
DCaO% は 高価 を 示し 
Na,O K20 i@ 箱 低 く , SiO。 
% 64-67% の も の は , Z 
に 反し て NaOK.0 の 価 は 
高い 借 を 示し て いる 。 乃 ち 
S102% の 増加 する に つれ , 
THU AY) OFF MBL 
特徴 を 有 し て いる 。 叉 , VE 


2% ERAS IEAO — 


Loa Gras a ee baa ia ake Aer gy Pier sty * ac 
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pelt 
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FEEL BANS. Wei lh 
AE ICIA CT SIO, % DAW 
の は 全く , WORM ASEEAN 
少な く , 石 基 が 大 部 分 で あ 
る 事 に 起因 する と 考え られ 
Be JURE eR 
は 第 二 表 の 如く で あり , Hi 
下 , 又は 挫 眼 的 に olivine 
DiRT SIE Ii, HN TG 
PEFLICTAC, 2 UMA CIE 
olivine は 出来 すず, quartz 
ee Ke 88% S HH SN ZO 
x Yahazudake JavaAMud lava 〇 ①Yuddake lava は DAF OBA LAO - 
@ Inamuragadake lava @ Showa Yudsima lava Me Lee る 
8 BEN LEITH IND HICH 
D Fe RRB IRO = fae 
標 に 示し た も ゃ の が 第 6 AR 
OF 7 図 で ある 。 第 6 図 
に 於 て 実線 に て 記入 せる は 
Dalys world average of 
volcanic rocks?) の 和 曲線 
で あり , 矢 秒 筑 及び 稲村 ケ 
損 燃 岩 は 殆ど 同一 地点 に 示 
され る じじ か る カル アデ ラ 生 


En: 


f fa RETO WE Him SVERE 
x eee 4 Hen O witness 7 CHULA EIR IC Dalys 
CBN Es TB ambi line より An-Or に 近い 


方 向 と 考え を られ (Rl) 一 方 カル デラ 生成 後 の 各 種 妖 岩 の 進化 曲線 は An- 
Ab に 近い 方 向 に 考え を られ る (MH II) RA BRRO PK S 1 Ch 6 MVS 
フル ム ぇ OQ-fo-fa の 三角 図 に て 示せ る も の が 第 8 図 で ある 之 に 依る と . 
カル デラ 生成 前 の 燃 岩 は 通常 型 の 近道 が 推 符 され , カル デラ 生成 後 の 中 其 
KO AMPLE ILE BHICHZ6ON%.  MMREFC Ol ES. Larsen 


1) 坪井 誠太郎 , 久野 A, 火山 (1), 1930 
2) Daly, R. A., Igneous Rocks and the Depth of the Earlh 


8) 宮田 ge GRELOMMA (KREME, 地質 学 ) 3 &, 2 


A = eal Poel” Oe Bay 
’ st y aa If < yi : 4 hi 


’ patel N54 
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の 提唱 せる フル ム OZ. フルタ Fe. クル ム Py. の 和 が 100 と な る 様 に 計 
YL, ZLMHBO VV ARAKOD An. "を py. Ore O, Ape Fe LX 
々 同一 項 点 に 置い て 三角 図 に 示せ る 場合 , HOLME ESA RSEEAO 
化学 成分 を 代表 し , カル クア ルカ ヵ リ 岩 に 於 て は An-Ab と 同様 の 傾き を 示 
し , アル ヵ り リ 岩 に 於 て は , 其 の 直線 が An-Or LEO MMe TSLRI 


= 9 の で ある が , リ ZEHWS 
An と 第 9 図 の 様 に な り , BRE 
PY) 


HEBD AIL, カル クア ル 
カリ 岩 の 型 を 示さ まず , KO 
TCT MD HD VER & HO: 
CVSHOS Zo TBE 
岩 は カル デラ 生成 後 す ぐ の 
嗜 出 物 で あり , 地形 学 前 に 
カル デラ を 生じ た 大 変化 が 
あつ た か た は け はら, AMOR 


きた な 作用 。 Jb Assimila- 


tion 乃至 Contamination 


wm 昭和 硫黄 島 燈 岩 〇 Bing RI 


(em) 
( ) の な い の は Or-Ab—An る で 示せ る る も の 因 す る の で は な か ろう か と 
Teas Sot! 


結 言 PRAOSMREO LE YWMAS HOR, Kime 
大 きく 分 け , MMHORLBAENSZSOCREDS ID. BDA 
岳 の 活動 より 外輪山 を 構成 し て いる 泥 放 岩 を 海流 し , カル デラ 生成 和泊 で あ 
り , TOR, BIRO RICHER ILIED PERT 2d VICE BOIC 
変り , TRAIN 7 OIG a 6 HAA BOWEN K 2 LG Le EHR 
出来 る 。 ML MICHELE BIC AIG BAF FAAIMICM COBPRET BME 
不可 能 で あり , 更に 他 の ヵ ル デ FBOKWO 3 PROSE また ね ば た な ら ま 
叉 短 多 く の 火 山 に つい て 検討 し , その 解決 を 求め な けれ ば な ら な いと 考え 
Se \ 七 月 一 日 西日本 支部 会 に て 講演 ) 


1) E. S. Larsen; Some new variation diagrams for groups of igneous 
rocks. Jour. Geol. Vol. XL, 661, No. 3 
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8 S—H (昭和 二 十 六 年 — A) 
= SRR (昭和 二 十 六 年 十 二 月 ) 


AES AEA ESE SPREE. wee eee eee es Kk 


BiH tbh DIC EF SBOE ーー oH 正 
BEARER OMAR GROUT (8) 200s. thy eee 
PURE AD ONLINE UEC ee Te 殴 
Peedi C2e7.0 90 vel ay GY 47 ae {e eG ieee 


PPR VATE PERK O PBB LE BY に 就 い て (11) 状 構 坊 造 ……. 内 


WERCAICAE4 2,3 DFTBYIORUMNCHEC «0.01. eee eee rae 
Py TLR Dee A eee {= 
山形 県 赤 山 久山 鉛 然 右 の 熱 的 研究 第 2 報 ( 続 ) 1B 


is ed Uh ak DLL fF GROK & BGROKOSEHEICET «.-- 0. van 
Aa Ye AR TIC IAD Bk TEACH YT we ee ee eee sie 
OD PRGA YE (1) eee eee, Pees 
RAG TASS 7h FR OX (IT) 下部 層 に 於 ける 

火成岩 活動 CRE HDRES Seah aK ICT) 加 
UZ age LATER IAD SAVARD AOL RIC MIST BIC 


PT RELUBIERS ea — RAE EORESMMC OVS oe eee 加 
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HRM ALIA ARIE RAOR SIRAE Edwards A. B., Baker G. 
ダイ クト リヤ 地方 の 第 三 紀 層 の 柱 穴 中 の 天水 成 硫 琶 鉄 , 及び , BREE ODDS 
TER, ARO MBRIGAL BRR CH SOILD OEIC So FUUANE 
OBEECS 0, RELILAETIBT 1b VORB CE OU, SPEBICAT SR, CO 
AO CMRS—GT EVRE IRBEIC HO. BOCK KMS PIC RAS HZ HE BE 
は , BEDE XRT LOCH So 完全 な 木質 構造 を 残し , ERMC KL OZRAN WIG 
BACALL, wood cell HICEAT MANES YF Vv ORBVEHICL S&C CHS 双海 
ROAR FIT ARROW, TEA TEAC ET 3 MES OF Ve DEE 
BMF AIC LOSS Ch So UWE S 77) -VILIAHIBO Hs MRE Cs Lk ¢ BRED 
る が , HIKHOURAEE XS 7 FU VIKT HY 或 は 中 許 の 環境 を 必要 と し , EOS 
SE FBT So 即ち , 天水 成 選 鉄 久 は 海水 環境 では 生成 され ず , ISSUE Sk ak (syngenelic 


marcasile) (IZYOK F OLRTIBM Ch So HICH READE Sori WRIC OCHO 


RSOBIEIL 或 は 堆積 物 固 結 隆 比 を 示す も の で ある 。(Jour. Sed. Pet, 21 : 34-46, 1951) 
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Egypt Mediterranean $= ORB. Hilmy M. E. Egypt の Mediterranean 
海 崖 の 濱 砂 に 関す る 機械 的 分 析 結 果 と 録 物 組成 に 就 い て 述べ た も の で , CHEOBMILE 
BEKAEBLOL, 非常 に 石英 の 多い も の と の 二 型 に 分 類 さ れる 。 基 の 一 は Dichkeila 
か ら Mersa Matruh 狗 の 主 と し の 西方 海岸 に 分 布 す る も の で , MET RUBMED xoolitex 
か ら な り 宣 鉱物 を 殆ど 含ま な い 。 上 比 れ は 第 三 紀 Western Desert limestone か ら 由 来 し 
た も の と 思 は れる 。 この Carbonate sand が 普通 の vooliter L KOVR SBI CV. 
る こと 及び 起 原 の 点 な どか ら ”Pseudo-ooliter LPL CU PMY Ch So 第 一 の も の は 
Dichkeila か ら Rostta ic HT SAW, HL LC ARALL Oe OB SMICRA CW 
Sc WNL FEY TARPS ANMICE OMENKLOCHS 50 (Jour. Sed. Pet, 
24: 109-120, 1951) (Hv 


本 誌 筑 3 EES 4, MAAR | SWE WEN c . — RL TOE aR YNIC 
いて ^ 中 で 下記 の 図 に つい て 町 正 いた し ます 。 


第 3 図 Ne 2-.RoOee EE, 
府 ヒ ユー ム 石 の 自 形 変 唱 (WH) AMOR Ric ys 
RU CHM EEOCW AL, 各個 体 の 
な ら び 方 は 一 足し な い 。 CORBA & 
り ま いて 0.3 一 0.56mm CIROE と し て 方 角 
石 (C) の みか ら 成 り 他 の 録 物 を 含ま な い 帯 が 
発達 し て いる 。 BLMKA (O) は その まわ り 
の 基質 部 に 細か い 円 形 の 交 状 変 唱 を な し て 務 
解 石 中 に 多数 含ま れる 。 MOA x Ficlif 
CB RAAMY Sie? \ AMOLOLAR 
Do Rab (S) は 基質 部 に も 散在 する が , 特 
CAE 2 LGB ZEELC OIC eho 
ET AAAI i bo 
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